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沖永良部島方言語彙のアクセント資料(1) 
 
 
上 野 善 道 
 
１．アクセントと語彙 
１.１ 問題点 
 われわれはアクセント体系が独立に存在していてそれを抽出できるものと考えている
が、それを可能ならしめているのは具体的にそれを担っている単語の存在である。 
 日本語本土方言の場合、アクセント研究は類別語彙(いわゆる「金田一語彙」)を中心
として進められてきた。しかしながら、その効用・功績の大きさは認めつつも、一面で、
もとよりそれを使用する側の責任ではあるが、それがアクセント研究を矮小化し、体系
そのものの解明をはじめとする各種の共時的な研究の障害となってきた面も否定できな
い。私もかねてからその問題点を指摘し、自ら語彙収集をしていくつかの方言でその万
単位の語彙を用いた調査研究を行なってきた。今日では、ようやくその認識が行き渡り、
数人の研究者によって多量の語彙を対象とした深い記述研究が行なわれるようになって
きている。 
 しかし、目を琉球方言に転ずると、そこには本土方言と著しく異なる様相が見えてく
る。類別語彙を取り上げても対応しない単語が多くあるのみならず、それを補充しよう
にも、日常よく使われ、かつ長い語形をもつ単語そのものが容易には得られないという
大きな問題が立ちはだかる。全体的に、新しい外来語はもとより、抽象的な概念を表わ
す漢語の浸透が少ないために、本土方言で用意した語彙リスト(とりわけ複合語のそれ)
がほとんど使えないという事態に直面する。語彙の有り様が根本的に異なっていると言
わざるを得ないのである。ここにいたって、下からの着実な積み上げを怠り、方言語彙
を無視して諸方言に共通すると見られる語彙の一部のみを摘み食いしてきた日本語アク
セント研究の弱点がもろに現れてくる。 
 これに対処するためには、従来のような既存の調査語彙枠を離れ、それぞれの方言の
生活語彙の中から単語を選び出してそのアクセントを聞くという地道な作業をしていか
なければならない。しかしこれは、言うは易いが行なうは難いことである。膨大な時間
の掛かる仕事で、一人では一生をかけても数地点がせいぜいであろう。危機に瀕してい
る方言との時間の勝負には、とてもこれでは敵わない。 
 
１.２ 方言集の活用 
 そこで私が現在行なっているのは、地元で出ている方言集の活用である。これまで、
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ややもすれば、方言集は非組織的に集められた俚言の集まりに過ぎず、レベルが高くな
いと見るきらいがあった。確かに玉石混淆であり、非専門家が作ったものにはさまざま
な不統一が見られはするが、しかし、そこで実際に使われている(いた)単語が載ってい
るという、他では得がたい強味がある。研究者以外が作った方言集でアクセントまで記
載してあるのはまれであるが、その著者自身ないしはそれに代わる良い話者が見つかれ
ば、その人に発音してもらうことにより、上記の問題点を補ってくれる貴重なアクセン
ト資料が得られる。(私の場合、具体的にそれを体験したのは、先方からの依頼によるも
のではあったが、与論島麦屋東方言であった。拙論(1999cd)はその成果である。) 
 
２．沖永良部島方言 
２.１ 使用した方言集と話者情報 
 本稿はそのような試みの一つで、具体的には、鹿児島県大島郡和泊(わどまり)町和泊
の方言集である、 
 
(1) 甲 東哲(きのえ とうてつ)編『島のことば 沖永良部島』、三笠出版、1987 
(私がもっているのは1988の再版。初版との相違の有無は不明) 
 
を用いる。「はじめに」および巻末の編者略歴によれば、甲氏は、大正15(1926)年に沖
永良部島和泊に生まれ、和泊尋常高等小学校に通った。小学校時代は方言撲滅運動が盛
んな時であり、卒業後、師範学校生活で鹿児島市に５年、教員として学校では専ら共通
語を使用しながら奄美大島と徳之島――両島とも沖永良部島とは方言が大きく異なる―
―に19年暮らし、また農漁業を職としたことがないなどの理由で方言があやしくなって
いる面もあるが、一方で、明治以前生まれの祖父母と長く生活を共にしていたので多く
の古い語彙に接することができた、とある。 
 私が奄美方言調査を始めた後に出た本ではあるが、私自身は甲氏に会う機会はなかっ
た。この本を入手した経緯は今となっては不明であるが、本書に基づく調査を計画して
連絡を取ってみたところ、氏は本が出てほどなくして永眠されたということであった。 
 一時はこの計画も遠のきかけたが、沖永良部島の全集落のアクセント調査(拙論1998、
1999ab、2000)をしたときに知りあった、 
 
(2) 皆村 英治(えいじ)・昭(あき)御夫妻 和泊町皆川(みながわ、[Nja]:[gu)生
まれ 
 
の全面的なご協力が得られることになり、現在ナ行の途中まで調査が進んでいる。 
 同じ和泊町の中でも、和泊と皆川は方言が異なる。この点が問題ではあるが、和泊方
言そのものの記述が目的ではなく、近隣方言でこの方言集が利用できるところであれば
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そこで詳しい調査をすることにねらいがあったので、良い話者の協力が得られることを
最優先したものである。 
 皆村英治氏は甲氏と同期の教員仲間で、出身集落が皆川で小学校が大城(おおじろ)校
区であることを除けば、これまでの生活環境は非常によく似ている。ただし、病を得て
声が十分に出せないところがあるので、奥様の昭氏が話者となり、英治氏が常にそばに
付き添って、適宜指示を与えてくださった。昭氏は、昭和２(1927)年皆川のお生まれで、
学校も地元の大城小学校、そして祖父母・ご両親まですべて皆川のご出身である。英治
氏の勤務校の関係で20年ほど沖永良部島を離れていた時期がある。 
 
２.２ 資料の扱いとその見方 
 以下はその最初の報告で、ア行(ア～オ)の部を扱う。原文は方言形のカタカナ見出し
の後に意味や用例が書かれているが、それを見ながら使用の有無を尋ね、使う項目はそ
の発音とアクセントを書き取ってカタカナの前に配置した。意味・用法に関しては、特
に気になった点を除いては詳しく調べていない。引用した原文にも一切手を加えていな
い。ごくわずかに新しい情報を追加したものがあるが、それは【】で示した。原文の・
は併用、/は形態素の切れ目にほぼ相当するようである。 
 簡略音声表記は、すべてキーボードから入力できるようにしたもので、私の一連の奄
美方言の報告と基本的に同じである。注意すべき主なものは､ ’で声門閉鎖音を、C、
Nなど大文字で喉頭緊張化音を表わす(C=ts’)。アクセントは、以前は上昇と下降をそれ
ぞれ「 」で表わしていたが、最近は[ ]としている。重起伏調の語頭の持ち上がりは
中で表記しているところもあるが、簡略表記では[ にまとめた。[’asji]zja[(:)[ とある
のは、単独形は[’asji]zja[:(アシジャー)、助詞付き形は[’asji]zja[nu(アシジャヌ)と
なって母音が短くなることを意味する。_ は、アクセント単位の切れ目と思われるとこ
ろにつけた。ここでそれまでの音調はリセットされ、その後はまた新しく始まる。 
 話者が使わない、知らないと答えた項目には「x」を最初につけた。ただし、方言は
音声言語で、文字に書かれたものを読むものではないので、その場でいきなりカタカナ
を見ても単語の認定ができないことが少なくない。したがって、「x」とした項目でも、
機会を改めて聞けば、使うというものが出てくる可能性はある。今回報告する分は最初
の調査だったので、特にその可能性が高い。(２度目の調査では事前に目を通していて下
さったので、随分スムーズに事が運んだ。) 
 なお、同じく「x」の付いた項目でも、民俗語彙、政治語彙、諺などは、本稿にはほ
とんど採用せず、丸ごと削除した。それは次の経緯による。(さらには、出典を明示した
引用であるとはいえ、全文引用は問題があるかもしれないと考えたことにもよる。) 
 この方言集は、同島出身の民俗学研究家で『沖永良部島民族誌』の著者である柏常秋
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氏の教えを受けて甲氏が作った『沖永良部島民語彙集』がもとになっており、また、本
書を編むに当たっては『和泊町誌・民俗編』(1984)によって補完し、さらに明治生まれ
の数人の教示を得て追加をしたものという。そのためであろう、今は廃れた風習にまつ
わる民俗語彙が大量に採録されており、その記述も１項目が数行に渡る非常に詳しいも
のとなっている(中には、半ページ以上に及ぶものもある)。これらは民俗学的には貴重
に違いないが、話者の皆村氏御夫妻が使わない項目はそのアクセントが記録できないの
で、それらに多くのスペースを割くことは無駄であると判断した。 
 同様に、本書には、藩政時代から明治初期にかけての政治・行政用語がたくさん出て
くる。これは和泊が役所・役場のある中心であったことが関わっていると考えられるが、
すでに廃止された制度であり、しかも和泊から離れている皆川集落には関係のないもの
ばかりと言ってよいので、これらも省略に従った。 
 諺や慣用句も、知らないものがかなり多く含まれているのでほとんど割愛し、一部、
新しい複合語が含まれている場合のみ採用した。 
 これらを省略することは、調査の過程で自ずと話者との間の暗黙の了解事項となり、
後半に進むほどますますカットされる傾向が強まっている。 
 なお、その他に、植物語彙(これはそもそも個人差の大きい分野である)と(特に昔の女
性の)遊び語彙も目立つが、これらは同定不能ないし知らないという答えでも、それほど
のスペースを取らないので、xのまま採用しておいたものもある。別の地点での調査の
参考となりうると考えたためでもある。 
 アクセントについては、連載後にまとめて述べる予定であるが、たとえば重起伏調は
よく見られる最後から２番目だけが１拍低下するタイプではなく、[’a:]tucjiti[da[(朝
日)のように、最後の「高」の前に３モーラ以上あるときは最初の２モーラだけが高くな
るタイプであることが長い単語を調べることによって明らかになっている(最初の２モ
ーラが１音節の場合、その途中で下降が現れることもあるが、その間に対立はない)。 
’u[ti]cjiri(穀物や食べ物の落ちこぼれ   意味は原文のまま)のような新しい型も見つ
かっている。（OK）はこの音形が確認済みであることを表わす。%は中上昇。 
 
[引用文献] 
上野善道(1998)「沖永良部島諸方言の用言のアクセント資料」『アジア・アフリカ文法
研究』26:123-226 
――(1999a)「沖永良部島諸方言体言のアクセント資料」『アジア・アフリカ文法研究』
27:131-262 
――(1999b)「沖永良部島諸方言活用形のアクセント資料」『琉球の方言』23:1-34 
――(1999c)「与論島東区方言の用言のアクセント--付 体言のアクセント資料--」『東
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京大学言語学論集』18:3-159 
――(1999d)「与論島東区方言の多型アクセント体系」『国語学』199:(1)-(15) 
――(2000)「沖永良部島諸方言活用形のアクセント資料(2)」『琉球の方言』24:1-36 
 
[付記] 長時間に渡って全面的にご協力を賜わった皆村英治・昭御夫妻に心からの御礼
を申し上げる。本調査研究は、科学研究費基盤研究(C)(2)「日本語諸方言要地アクセン
トの緊急調査研究」(課題番号15520245)によって行なったものである。入力に際して
は、東京大学大学院のRAをしている孫在賢さんの助力を得た。 
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方言語彙アクセント資料 
 
○ア 
アー・アーラ 他の語に冠して「赤」を意味する語。 
[’a:gani アー/ガニ〔赤金〕銅のこと。 
[’a:gi アー/ギ（植）あかぎ。 
x アー/クサ（植）はまぼっす。 
[’a:kucigi アー/クチギ（植）もくたちばな。実は初め紅色で後に暗紫色になる。子
供が実に紐を通して首飾りにする。 
[’a:gwa:, [’a:hjiNtagwa: アー/グヮ・アーヒタ/グヮ 赤子のこと。妖魔から守る
ため、一定期間寝ている枕頭には曲尺・刃物等を置く。 
[’a:]gwacjiba[ra アーグヮ/チバラ〔赤子着物〕産着。 
x アージマ/イショー〔赤縞衣裳〕明治の頃沖縄から移入したビンガラという染料で
染めた着物。当時の高級品であった。 
[’a:sju アー/シュ〔赤潮〕退潮によって浅くなり瀬の色が水面を透かして見える頃の
潮。 
[’a:cjibara アー/チバラ〔赤着物〕「アーチバラ着る」は刑務所行きを意味した。 
[’a:]zji[ra アー/ヂラ〔赤面〕赤い顔【赤ら顔】。 
[’a:]zji[ra_[na]ju[N アーヂラ/ナユン〔赤面なる〕赤面する。 
xアー/デ（魚）赤鯛。 
[’a:nizji アー/ニジ（植）てりはのいばら。薬用となる。ニジはとげのこと。 
[’a:]nibu[tu アー/ニブトゥ〔赤根太〕大きな腫物。 
[’a:bacji アー/バチ（魚）あかぶだい。 
[’a:hjicji アー/ヒチ 赤櫃。ヒチは蓋のある大型の本箱。かつては衣類を多く所持せ
ぬのでこれに収納するだけでこと足りた。赤櫃は沖縄から移入した朱塗りの物で金持
ちが所有した。 
x アー/ヒューガユン〔赤広がる〕染料の藍がよく染まって赤みがかる。 
[’a:]busjahara[zji アーブシャ/ハラジ 赤ちゃけた髪。 
x アーベ/アーベ やや赤らんださま。 
[’a:makka アー/マッカ〔赤真赤〕赤を強調した語。 
x アー/ミ（魚）きんめだい。鯛に似て赤く夜釣れる。 
[’a:misju アー/ミシュ 赤味噌。米を原料とした味喀が年月を経て赤くなったもので
上の部の味噌である。 
[’a:]micja[: アー/ミチャ 赤土。これの粒子の細かいのは婦人の染髪料となる。さ
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らに昔は衣類の染料にもなったという。 
[’a:mui アー/モイ 赤みがかった海藻で湯通しして酢味噴で食べる。和名不詳。 
[’a:rahatara アーラ/ハタラ〔赤ら斑ら？〕赤く派手なさま。 
アー・アーラ 他の語に冠して「明」を意味する語。 
x アー/ヨーネ〔明宵〕宵も明るい頃。 
[’a:rahjiru アーラ/ヒル〔明ら昼〕真っ昼間。 
’a[: アー 垢。 
[’a:]dari[ko アー/ダリコ 垢がたくさん付いた状態。 
x アーエ/フクエ 物のたくさんあるさま。 
[’a:gai アーガイ あかり。燈火。明るい場所。 
[’a:gajuN アーガユン 明るくなる。 
[’a:garasjuN アーガラシュン 明るくする。 
[’a:sa]N アーサン 赤い。 
[’a:miN アーミン 赤らむ。麦や稲の穂が熟して黄ばむ。 
x アーシ 樹脂の多い松のこっぱ。照明用。 
[’a:sjuN アーシュン 謎を解く。 
[’a:sjimuNgatai アーシ/ムンガタイ〔明かし物語〕謎々。問いの最後には「ヌーガ」
（何か）をつける。答えられないときは「ハブラ」という。例「野原で上向いて卵を
生むものはヌーガ」答は「そてつ」。 
[’a:]sju[N アーシュン 二つに離す。引き分ける。仲を裂く。けんかの仲裁をする。（古）
「あかつ」（分ける）。 
[’a:]riju[N アーリユン割れる。離れる。離婚する。 
[’a:]cji _[’a:]cji アーチ/アーチ（幼）あんよ【歩くことも】。 
[’a:]du[: アードゥー かかと。（古）「あくと」。 
[’a:]tu[cji アートゥチ 夜明け頃。（古）「あかとき」。 
x アートゥチ/エートゥチ アートゥチの畳語的表現。 
[’a:]tucjiti[da[ アートゥチ/ティダ〔暁太陽〕朝日。 
[’a:]tucjibiNbo[: アートゥチ/ビンボー（諺）〔暁貧乏〕早起きはしたものの働く気
にはなれず、茶やたばこをのむばかりでかえって損になる状態をいう。 
[’a:]tucjibu[sji アートゥチ/ブシ〔暁星〕明けの明星。 
[’a:]mi[(:)[ アーミー 網。妖怪は網を恐れるという。かつては、幼児が他家で病気に
なった場合、網を被せて連れ帰る風習があった。妖怪が命をねらうのを防ぐためであ
る。 
[’a:]minu’a[gu アーミヌ/アグ（諺）〔網の仲間〕仕事仲間としてたいして役にはた
Hosei University Repository
 
－8－ 
たないが、ちゃんと配分にはあずかる者。さして役立たない加勢。「彼らが仕事してい
るそうだから行ってアーミヌアグでもしてあげようか」。 
x アーム（幼）藷。 
[’a]i アイ・アイヤ 何か気づいたときに発する軽い驚きの声。あ、おや、あれ。「アイ、
向こうに誰かいるようだ」「アイ、そうだったのか」。 
’a[i アイ（植）あい。これの葉が藍染めの原料として、奄美・沖縄で広く利用された。
永良部でも栽培していたが、昭和の初め頃には沖縄の山原地方から良質の藍玉が移入
されるようになり、藍染めの職人も渡ってきたので漸次栽培しなくなった。濃く染め
たのがxクンジ（紺地）、薄く染めたのがxアサジ（浅地）である。 
x アイシレ 人のもてなし。（古）「あひしらひ」。 
[’ai]zjicju[N アイヂチュン 愛情がつく。 
[’a]icja: アイチャ あ、そうだったかの意の感動詞。 
[’ai]na[i アイナイ ありのまま。「アイナイ話す」。 
x アイノコ 釣り舟の一種。大正の頃大島から導入した。 
x アイムン 昔から家宝として、先祖の形見として伝わっている大切なもの。また、病
気が良くも悪くもならず長引いている状態。 
x アイヨー 羨望、感嘆の意を表す感動詞。 
x アカ・アッカイ 古語「あか」には仏に供える水、舟底に溜った水の意があるが、永
良部では後者の意味で使う。 
’a[ga]: アガ・アカラ・アイタ あ痛。 
アガ・アガン 他の語に冠して、あれ、あんなを意味する語。 
[’a]ga[sa アガサ あれだけ。あれほど。「おまえにアガサできるか」 
[’aga]sana[: アガサナー あんなにたくさん。あれだけずつ。 
[’aga]N[sji アガンシ あんなに。 
[’aga]Nsjiga[di: アガンシガディ あんなにまで。 
[’aga]N[sji_[sju:nu_[muN_[’aN]tu: アガンシ/シューヌ/ムン/アントゥ あんなに
するものだから。あれだから。 
x アガタ/クガタ あれこれ。 
[’aga]toka[ra アガトカラ/xクガト 遠い所からこっちへ。 
[’a]ga[nja アガニャ あんな。 
[’aga]numu[N アガヌムン あんな者。あいつ。 
[’a]ga[he アガへ あれだけの大きさ・高さ・長さ。 
[’aga]cju[N アガチュン 働くの意だが、もがきあせるという気持ちが含まれる。「いく
らアガチも生活は楽にならない」。（古）「あがく」（手足を動かしていらだつ）。 
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’a[gajuN アガユン 上がる。日や月が昇る。雨がはれる。仕事を終える。 
’a[gari アガリ 東。 
[’aga]ridi:[sji アガリ/ディーシ 母屋の東側の戸口。 
x アギ 陸。 
’a[gima:sjuN アギマーシュン せがむ。「子供にアギマーされて買った」。 
’a[kijuN アキユン 開ける。開墾する。「山をアキて畑にする」。 
’a[gijuN アギユン 揚げる。妙める。 
’a[gizo:miN,-meN アギ/ゾーミン ラードで妙めた野菜類に、茹でたそうめん・だ
し汁等を入れて熱を加えた料理。島民に好まれる料理の一つ。 
’a[gimisju アギ/ミシュ 油で妙めた豚肉を混ぜた味噌。副食物として茶請けとして賞
味される。 
’a[gime: アギ/メー〔揚げ飯〕油で妙めた御飯。多くは残飯を活用する。 
x アギワーク 座繰糸を巻き取る道具。 
’a[gu] アグ友達。仲間。「Ａ君とＢ君は学校アグだ」。配偶者。「太郎もいい年だからア
グをさがしてあげよう。セットをなしている道具類。「これとこれはアグだから一緒に
しまっておこう」。 
x アグクミ/ウニシュ 二人ずつ手をつないでの鬼ごっこ。 
x アグ/クミン 仲聞を組む。 
’a[gu]sji アグ/シ 一緒に。 
’a[gu_[sjuN アグ/シュン〔アグする〕付き添う。 
’a[gu_[na]juN アグ/ナユン 一緒になる。結婚する。 
[’agu]hazji[ri アグ/ハジリ 仲間はずれ。 
[’agu]mizjira[sja アグ/ミジラシャ 友達好き。 
[’a]ku[se アクセ 倦怠。退屈。「そんなに早くアクセしてはいけない」。 
x アクゾ/ムクゾ みそくそに言うの「みそくそ」にあたることば。（古）「あくぞもくぞ」
（役に立たぬもの。人の欠点短所）。 
’a[ku]ta_cji[ku]ta アクタ/チクタ 芥の畳語的表現。ごみあくた。役に立たぬもの。 
[’aku]ta[mu_[cjiku]ta[mu アクタム/チクタム「猫も杓子も」にあたることば。 
[’a]gu[ne,[’a]N[za アグネー・アンザ あぐら。「ヰンガヰー」(男座り)とも。 
? アクバユン 飽く。飽きはてる。 
[’aku]baraju[N アクバラユン 飽きられる。迷惑がられる。「そんなに毎日たずねて行
くとアクバラれるぞ」。 
’a[kubi アクビ あくび。ユタ（巫者）が祈祷中しきりにあくびをしだす。これは霊が
乗り移った証拠であるとされる。また、祈祷の最中一座の誰かに乗り移るとその人が
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あくびを頻発する。これを「ハミウリタン」（神が降りた）という。柳田国男の「方言
覚書」に「八丈の鳥などでは今もあることだが、他でもそういふ例があらう。女が新
たに巫女になる時には、神の前で熱心に拝んで居るのが頻りにアクビを始めるのを、
神に認められた一つの兆候として居る」とある。 
’a[kubi_[tara]ta[ra アクビ/タラタラ あくびばかりしているさま。 
[’agu]ma[sja]N アグマシャン ひだるい。類似語にダロサン（だるい）[da]ro[sa]N
がある。アグマシャは気分的な疲れ、仕事に取りかかるべきなのにその気になれない
状態。ダロサは肉体的な疲れ、すなわち労働の結果としての疲れをいう。 
[’agu]ma[sja_[da]ro[sja アグマシャ/ダロサ「疲れ」の畳語的表現。 
’a[kumacji アクマチ あくまき。灰をその倍量の水に入れる。その上澄みに糯米を一昼
夜浸し、それを布袋に入れて蒸して作る。五月の節句用である。 
x アグマチ 髪を三分してうちかいにする結び方。羽織りの紐の編み方にもいう。（古）
「あげまき」。 
’a[ku]mi アクミ そてつの実を包む部分に付着している土色で綿状のもの。 
’a[kumido:mai アクミ/ドーマイ〔アクミ毬〕アクミを芯にして丸め、幾重にも糸で
巻きつけ、その上を色糸で模様を縫った手毬のこと。色糸は黄はくちなしで、紫はマ
チカという植物の恨で、青は瓜の葉で染めて作った。模様にはアジバヌ・モールガチ
チ・クミテンジョーなど各種あって、工芸品の域に達している。初節句を迎える女の
子のためには親戚知人がこれを贈る。特に大きなものをxハシギドーマイ（かつぎ毬）
という。 
[’agu]mi[N アグミン 足でよじのぼる。 
’a[sa] アサ せみ。 
アサ 他の語に冠して「朝」を意味する。 
[’asa]ha[gi アサカジ〔朝陰〕まだ太陽の熱の弱い夏の朝のことで、労働に適した貴
重な時間帯である。アサカギとも。 
[’asa]bicja[i アサビチャイ〔朝光り〕朝日が昇る頃、空が異常に晴れて明るいのを
いう。こんな日は雨になるという。 
’a[za= アザ あざ。ほくろ。両者ともアザという。 
[’a]sa[i アサイ あさり貝。潮干狩り。（古）「あさり」（山野、水辺を食物を得ようと探
しまわる）。 
[’asa]izji[ru アサイジル 貝をだしにした味噌汁。 
x アサイ/クジ 人の欠点や旧悪などをほじくりだすこと。「何年も前のことまでアサイ
クジするな」。 
x アサキリ 軽薄多淫なこと。またそのような女性。アサキリヲゥナグとも。 
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x アサグル（植）やつで。 
’a[sasa]N アササン 浅い。貞操観念が薄い。 
[’a]sa[ti アサティ あさって。 
[’asa]ju[N アサユン あさる。物を探すためかき回す。 
’a[sji] アシ 昼食。午後二時頃にするのが普通。 
アシ 他の語に冠して足、脚を意味する語。 
x アシ〔脚〕網のおもり。はなまるゆきの貝殻等を利用した。 
[’asji]ga[ru アシガル〔足軽〕竹馬のこと。これの変形としては缶詰の空缶二つにそ
れぞれ紐を通して輪にしたものを作り、缶に足を載せ紐をあやつりながら歩く。 
[’asji]zji[nu アシジヌ〔脚膳〕法事の際、高膳に載せて霊前に供える御飯のこと。か
つては来客の一人一人が礼拝をしてから御飯を箸ではさんで「アシジヌお上りくださ
い」と唱えて傍に用意している皿に移したというが、今は簡略化して家の主人一人が
する。また、法事の際客に出す御飯にもアシジヌという。したがって法事への招侍に
は「アシジヌあがりにおいでください」という。 
[’asji]zja[(:)[ アシジャ あしだ。下駄のこと。 
x アシチギ あしつぎ。踏み台。 
[’asji]ju[i アシユイ 足休め。遠行の途中、どこかに立ち寄って一休みすること。 
’a[sji] アシ 汗。 
[’asji]Fa[i_[mizji]Fa[i アシフヮイ/ミジフヮイ〔汗流れ水流れ〕汗が盛んに流れる
さま。「アシフヮイミジフヮイして坂をのぼった」。 
[’asji]Fa[ja アシフヮヤ 汗っかき。 
[’asji]mi[zji アシミジ〔汗水〕汗。 
アジ 他の語に冠して「交差」を意味する語。 
[’azji]mi[cji アジミチ 道の四辻。 
[’azji]ju[N アジユン 交差させる。 
’a[zji] アジ 祖母。婆さん。卑語は「アセ」。 
[’a]zji[gwa アジグヮ 祖父母の妹。． 
’a[zji_? アジ 魚のえら。（古）「あぎ」。 
’a[zji アジ普通「按司」の字をあてる。昔、奄美・沖縄の各地に割居していたと伝えら
れる支配者。 
[’asji]ku[i アシクイ 田畑に持って行く食事。ハルアシクイ（[haru]’asjiku[i 畑アシ
クイ）ともいう。また、豚・鶏のアシクイといって飼料の意に用いる場合もある。 
[’asji]kuimu[ge アシクイムゲ アシクイの準備。 
x アジグシ 機織りに用いる器具の一種。 
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x アジクミ/ユウクミ 千鳥足。 
’a[jatui xアジトゥイ・アヤトゥイ 綾取り。二人向きあって、両手の指にかけた糸の輪
を交互に受けてなんらかの形を造る遊び。歌舞遊興。一人でもできる。 
’a[sjibi アシビ 遊び。歌舞遊興。（古）「あそび」。 
[’asji]bi’u[ta アシビ/ウタ〔遊び歌〕三味線を伴奏にうたう歌のことで踊りは伴わ
ない。「イチカ節」「アンチャメグヮ」等がある。 
[’asji]bido[: アシビ/ドー〔遊び原〕夜にはいってから若者らが寄って来て歌やおし
ゃべりを楽しむ手頃な平地。 
[’asji]biwudu[i アシビ/ヲゥドゥイ〔遊び踊り〕輪踊り。手々知名字に伝わっている。 
’a[sjibiN アシビン 遊ぶ。 
[’a]sji[bu アシブ あせも。 
x アジブタ やかましくしゃべりまくる人。 
x アジブタン（植）とろろあおいもどき。すりつぶして腫物に貼り、熱を取るのに用い
る。 
[’a]zji[mu アジム 杵。きね。ティーアジム（手杵）とヤマトゥアジム（大和杵）の二
種がある。前者は棒の形をしていて中央のくびれた部分を握って使い、主に味噌など
を搗くのに用いる。後者はへの字形で穀類や餠などを搗くのに用いる。 
アタ 突如、急激を意味する接頭語。 
[’ata]’usu[i アタ/ウスイ 急に押すこと。 
[’ata]’uduru[cji アタ/ウドゥルチ 突如の驚き。 
x アタ/ブカイ急に深くなった所。 
[’a]te[(:)[ アタイ〔辺り〕近辺。集洛。 
[’ate]nu[cju アタイヌ/チュ 近所の人。 
[’ate]bat[te アタイ/パテ 集落近くの畑。 
[’ate]maNgu[ra アタイ/マングラ 近所隣り。 
[’ata]dazji[nji アダジニ〔仇死〕自殺や事故死など。このような死に方をした者は、地
の神に引かれて昇天できないとされた。したがって、天地の間をハジ（風）となって
さまよい、人に風邪をひかせたり、家畜に病気をさせたりするとされた。だから、こ
のような死に方を極度に恐れた。【アタダジニは急死の意なので別語か】 
x アタダシ もしか。万一。「アタダシけがでもしたら大変だ」。 
[’ata]da[ni アタダニ 急に。突然。 
[’ada]tiju[N アダティユン 物を人手しようと物色する。 
[’a]da[ni アダニ（植）あだん。防潮、防砂の役をなす。芯葉は水中で光るので、幾つ
も縄に付けて海中に入れ、魚をおどして追い込むのに用いる。 
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x アダナシ あだんの気根から得た繊維。藁草履の緒などに用いる。 
[’ada]ni[zji アダニジ（植）しまあざみ。薬用になる。 
[’ita]bi[ku アタビク・xガーク かえる。【イタ-が当集落の言い方だと】 
[’a]ta[ra アタラ 惜しむべきこと。（古）「あたら」。 
’a[tarasjagi:sa アタラシャ/ギーサ 惜しそうなさま。 
’a[tarasja]N アタラシャン 惜しい。もったいない。 
[’ata]ramu[N アタラムン 惜しいもの。惜しいこと。もったいない。 
x アチアチトゥ〔明き明きと〕屋敷林などが、余計な枝葉を刈り取られてすっきりして
いるさま。人の明朗なさま。 
[’acji]kaimu[N アチカイムン 預り物。転じて居候のことも。 
[’acji]kaju[N アチカユン 預る。人を引き取って世話する。 
<m>[’acji]Ke[: アチケ（貝）しゃこ貝。 
’a[cjiko:juN アチコーユン 扱う。鳥獣魚類を解体する。 
’a[cjiko:raraN アチコーララン 調理することができない。手に負えない。「いたず
らばかりしてアチコーララヌ子供だ」。 
[’acji]ne[: アチネー あきない。買い物。 
’a[cjisa]N アチサン 厚い。 
’a[cjibukuri アチブクリ 厚いさま。厚着。「寒いのでアチブクリしてきた」。 
’a[cja] アチャ 父。お父さん。 
x アチャガユン 空が明るくなる。 
[’acji]ju[N アチユン 熱くなる。 
[’acji]ki[: アチキ〔熱気〕湯気。 
[’acji]Fa:[Fa アチ/フヮーフヮ 食物の熱いさま。 
[’acji]rasju[N アチラシュン 鍋・釜等に入れた物をあたためる。熱する。 
’a[ca_[na]ju[N アツァ/ナユン 熱くなる。 
’ac[ca]N アツァン 熱い。 
[’a]cju[N アチュン 歩く。（学校等に）通う。「東京で学校アチュン」。（漁のためよく
海に）行く。「海アチュン」。 
’a[cji_[’a]cju[N アチ/アチュン そのまま直訳して「人が歩いて歩く」というのはお
かしい。歩いている。 
[’acji]ga[mi アチ/ガミ〔歩き食い〕出歩いて他家で食事にありつく。よくそうする人
を[’acji]gamimu[N アチガミムンという。 
[’a]cji[ku アチク かけっこ。 
’a[cjirusa]N アチルサン（男女の仲や食物の味が）濃厚である。こってりしている。 
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x アチレユン 物を作ることを頼む。（古）「あつらふ」（頼んで作らせる）。 
’a[ca]N アツァン 暑い。 
[’a]ca[me(OK) アツァミー〔暑さ思い〕暑がり。 
x アテ 当て。存知。 
’a[ti_[’a]N アテ/アン〔当てある〕知っている。「知る」にあたる方言はない。 
’a[tinasjimuni アテナシ/ムニ でたらめな言葉や話。 
’a[tinanu_’u[cjini アテナヌ/ウチニ 知らないうちに。知らず知らずに。 
’a[tinanu_[ho]N[ka アテナヌ/ホンカ 知らないふり。 
’a[tinaN アテナン 知らない。 
’a[tu アトゥ 後。 
[’atu]ga[ma アトゥ/ガマ〔後釜〕後妻。 
[’atu]sa[cji アトゥ/サチ 後先。遅かれ早かれ。「アトゥサチどうせしなければなら
ないことだ」。 
[’atu]je[: アトゥ/ヱー 後祝。多くの客を招いての宴の翌日あたり、身内や加勢の人々
だけでする慰労の宴。ジョーシチイチョイとも。 
’a[dujuN アドゥユン ひどく参る。「夜まで働かされてすっかりアドゥた」。 
’a[ra アナ（魚）あら？【魚の種類ではなく】 
[’ana]bu[i,[’ana]buija[:,[’ana]buija:ga[ma アナブイヤー・アナブイヤーガマ〔穴
掘家〕地面に直接柱を立てた礎石のない粗末な家。掘立小屋。 
’a[namiN アナミン 甘える。 
’a[namimuN アナミ・アナミ/ムン 甘えん坊。 
x アナミコーミ 甘えるさま。 
’a[naminacji アナミ/ナチ 甘え泣き。 
’a[namiFui アナミ/フイ 甘え声。 
’a[namimuni アナミ/ムニ 甘え言葉。 
[’a]na[N アナン そうではない。敬語は[’aja]bu[raN(OK)アヤブラン。それはあり得
ないことだという意味の感動詞ともなる。「アナン、そんなひどいことをしたのか」。
また「アナヌハジドゥアール」（あらぬはずである）ともいう。 
[’a]na[nu]_ku%tu アナヌクトゥ あらぬこと。事実無根のこと。 
’a[ni=,’a[nimusji アニ・アニムシ 蟻。 
[’a:]niku[de:[(OK) アニクデー・xウシクデー・xヤンバルデー（植）りゅうきゅうち
く。 
<m>’a[ni,[mi]: アニ・アニョ 兄。兄さん（ただし廃語）。 
’anu[jo]: アヌヨー あのねえ。 
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[’aba]ka[N アバカン たくさんあって入りきれない。「みかんが多くて、このざるには
アバカン」。 
’a[batijuN アバティユン あわてる。 
[’aba]tiko:[ti アバティコーティ あわてるさま。急ぐさま。 
[’a]ba[sji アバシ（魚）はりせんぼん。 
[’aba]sjizji[ra アバシヂラ〔はりせんぼん顔〕ふくれづら。 
[’abi]ju[N アビユン 呼ぶ。誘う。招待する。声を張りあげて歌う。 
x アビヤテーヤ 大声で呼ぶさま。 
[’ahjo]da[ri アヒョ・アヒョダリ 着物の前をだらしなくはだけていること。 
[’abi]ru[ku アビルク 大声。グスク（内城）字の人は声が大きいというのでグスクア
ビルクということばがある。 
x アブイク 餅網。てっきゅう。 
[’a:]bu[sji アブシ 田の畔。田の境をなす土堤。 
[’a:]busjimaku[ra アブシ/マクラ 稲が豊作でアブシを枕に穂が垂れているさま。 
x アブシ/ミンジョー 案山子。 
’a[bune アブネ 危いところだったの意。あやうく。 
[’abu]ra[(:)[ アブラ 油。石油。粥の上にできる膜。 
[’a]ma[mu アブラ/アマム やどかりの一種。 
x アブラ/イシ 肉の白身に似た色をした滑らかな石で、火打石として、利用された。 
[’abu]raga[mi アブラ/ガミ 豚の脂肪をたくわえるための甕。 
x アブラ/グサ（植）すべりひゆ。薬用となる。 
[’abu]ragu[cji アブラ/グチ〔油口〕おべっか。 
x アブラ/ヂラ〔油顔〕助平顔。 
[’abu]ra[ti_? アブラ/ティー〔油手〕豚飼いの上手な女性。【再調査では x】 
x アブラ/バナシ・アブラ/ムニ 色話。猥談。 
x アブラ/ムシ なめくじ。胃癌の薬たったという。 
x アブラ/ムン 助平者。 
’a[burijuN アブリユン 溢れる。 
’a[buriko:buri アブリ/コーブリ 溢れこぼれるさま。 
x アフヮ（魚）おこぜ。口が大きく人を刺すので、好んで人の悪口を言い、人を攻撃す
る人をたとえてウティグチアフヮ（潮の絡ち口で小魚が来るのを待っているアフヮ）
ともいう。 
[’a]Fa[sa]N アフヮサン 淡い。水っぽい。調味料が不足しているときの昧。 
’a[be]:,’a[ba]: アベー・アバー あ、しまったの意を表わす感動詞。 
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x アヘユン 酒や酢などの気が抜ける。 
’a[ma] アマ 母。お母さん。自分の妻をさしていう場合もある。 
’a[ma= アマ あそこ。あっち。 
’a[ma’i:_[ma:’i: アマイー/マーイ 〔ーあっち言いこっち言い〕あれ言いこれ言い。
話にまとまりのないさま。 
’a[makai_[ma:kai アマカイ/マーカイ あっちさわり、こっちさわり。あっちこちさ
わるさま。 
[’ama]ku[mi_[ma:]ku[mi アマクミ/マークミ あっち踏み、こっち踏み。千鳥足で
よろよろ歩くさま。 
’a[mahuma アマ/フマ あっちこっち。 
’a[maFai_[ma:Fai アマフヮイ/マーフヮイ あっち走り、こっち走り。東奔西走す
るさま。 
’a[mami_[ma:mi アマミ/マーミ あっち見、こっち見。きょろきょろして視線が定
まらぬさま。 
アマ 他の語に冠して雨の意を表わす。 
[’ama]gwa[N アマグヮン〔雨願〕雨乞い。山頂等に大勢集まり、ほら貝を吹いたり
鐘を叩いたりして降雨を願った。 
[’ama]dai’i[sji アマダイイシ〔雨垂石〕縁側の踏石。他家のものをもらうと家が疲
弊するといわれる。cf.[’ama]da[i 
[’a]ma[ku アマク しばらく。 
’a[masa]N アマサン 甘い。塩気が少ない。酒のアルコール分が薄い。きびしさに欠け
る。 
[’a]ma[sa_[na]ju[N アマサ/ナユン 甘くなる。藍染めの液の灰汁分が足りなくなる。
こうなると染色力がおちるので灰汁をつぎ足す。 
’a[mabire アマビレ 甘ったるい味。【うす味】 
x アマタニ 蕪の花が咲きそうな頃、根部の大部を切り去って、上部のみを埋め直して、
それから採取した種子。そうしたほうがよい種子が採れるという。 
[’ama]tahji[bu アマタヒブ 蛇の一種。 
[jama]tumu[sji アマミ・ヤマトゥムシ ごきぶり。 
’a[mami アマミ かつては「昔はアマミの世から」という言葉があったという。アマミ
がごきぶりを指すのか奄美を意味するか、それ以外であるかは不明。【奄美大島をさす。
ただし、[’o:]sji[ma]が普】 
[’a]ma[mu アマムやどかり。やどかりを象徴した入墨の模様。足のくるぶし。アマム
の種類としてはxアブラアマム（干瀬でとれ食用にもなった）、xミジアマム（小さく
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て海中に棲む）等があり、それに対して普通ののはxアギ（陸）アマムである。その
巨大で殻を被っていないものをxアマムムッカイといい、薬味として珍重された。ア
マムはもちろん釣りの餌となる。アマムを使った遊びには、各自のそれを砂に埋め、
先に出てくるのを勝ちとするのや、砂を山盛りにしてその頂上まで這わせて早さを競
うの等がある。 
[’ama]ju[N アマユン 叱る。 
’a[maza_sju[N アマンザ/シュン 寝ぼけて、あちこち歩き回る。 
[’a]mi[: アミ 雨。 
x アミヌ/クヮ〔雨の子〕ぼうふら。 
[’ami]huiba[na アミフイ/バナ（植）〔雨降り花〕さふらんもどき。 
x アミジ 夜光虫の一種。 
[’ami]na[sji アミナシ 非常にたくさん。 
x アムレ・アムレヲゥナグ 天降り女。天女。 
’a[me]sjita アメ・アメガディ・アメシタ あんまり。 
’a[me]do[ja]: アメドヤー あんまりだぞ。目に余る言動に対して発する言葉。 
’a[ja] アヤ 姉。姉さん。ネンネ [neNne=とも。 
[’a]ja[gwa アヤグヮ 二人以上の姉のうちいちばん年下の姉。 
x アヤマ 自分より年長の良家の婦人に対する呼称。アヤシとも。 
’a[jakasjuN アヤイへーイ/シュン・アヤカシュン 妖怪が人をたぶらかす。（古）「あや
かし」（海上に現われる妖怪。不思議なこと、奇怪なこと）。 
’a[jakasajuN_? アヤカサユン 妖怪にたぶらかされる。 
’a[jakajuN アヤカユン あやかる。 
x アヤビチ（魚）ろくせんすずめだい。 
’a[josaN アヨサン すばしっこい。牛馬などがあばれて扱いにくい。 
’a[ra アラ 玄米に混った籾。 
アラ 他の語に冠して「新」を意味する。 
[’ara]ku[sa アラ/クサ〔新草〕田の最初の除草。 
[’ara]naN[ka アラ/ナンカ〔新七日〕死後七日目の供養。 
’a[razjibate アラジ・アラジバテ 新しく開墾した畑。 
’a[rabe(OK) アラ/べー〔新南風〕悔雨終了後に吹くさらっとした気持ちよい南風。 
[’ara]gi’ara[gi アラギアラギ 複数の人や物の大きく立派なさま。 
x アラゴーユン あらがう。議論する。 
’a[rasjika､’a[rasjikamuN アラシカ・アラシカムン 元気盛りの若者。（古）「あらしこ」
（武家に仕えて力仕事や雑用をする者）。 
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’a[rabacji アラッパチ 乱暴。 
’a[ri= アリ あれ。あの人。 
’a[ri’i:_Fu[ri’i: アリイー/フリイー あれ言いこれ言い。話にとりとめのないさま。 
’a[rikami_Fu[rikami アリカミ/フリカミ あれを食べこれを食べ。 
’a[risji_Fu[risji アリシ/フリシ あれをしたりこれをしたり。 
[’a]ri[ta アリ/タ あれら。あの人達。 
[’ari]Fu[ri アリ/フリ あれこれ。 
[’aru]sji[ku,[’aru]ka[i,[’aru]sjikumaNka[i,-maN[zjo アルシク・アルカイ・アル
シクマンカイ・アルシクマンジョ あるだけ皆。「今日はお金をアルシク使った」。 
[’are]gu[mi アレグミ〔洗い米〕白米を水で三回洗ったもので神に供えるのに用いる。 
’a[ro アロ 露天。家に戸締まりがなく留守番もいないこと。性格が開けっぴろげなこ
と。 
[’a]wa[ri アワリ 哀れ。貧苦。 
[’a]N アン ある。形容詞から転じた名詞にアンを付けて形容詞に相当する方言ができ
る。例えば「高い」→「高さ」→「高さアン」→「高サン」。共通語の場合これを直訳
して「あの人は高さあるね」というのは間違いである。 
x アン・ハン（幼）子供がいたずらをしたときはこう言って下唇を噛んで怒ったふりを
してみせる。 
[’aN]guta[mi アンクタミ ままごと。 
[’aN]gutamisjigu[tu アンクタミ/シグトゥ 気散じ程度の軽い仕事。 
[’aN]gutamido:[gu アンクタミ/ドーグ ままごと用具。 
x アングヮ いも虫。 
[’a]N[za,[’a]gu[ne アンザ〔安座〕楽な座り方。あぐら。アグネー。 
x アンダ・アンダジョー 極楽に柑当するあの世。阿弥陀の転か。 
[’aN]da[gi アンダギ 小麦粉・ふくらし粉・卵・砂糖を混ぜて水で練り、径五センチ程
度の団子にし、それを多量の油の中に投じて揚げたもの。沖縄式のドーナツ。 
[’aN]cjame[gwa アンチャメグヮ イチカ節と並ぶ沖永良部の代表的名曲。イチカ節と
比べて陽気である。 
x アンディル あんどん。 
x アンドゥ 飽きること。安心。「安堵」の転か。 
x アンドゥ/イビリ すっかり飽きはてること。 
x アンニャ（植）つるのはげいとう。たんぼに生え、細長い葉は食用になる。 
[’aN]nu[zjo:(OK) アンヌジョー 案の定。予想したとおり。 
[’aN]piracjiba[ra アンピラチバラ アンペラかますで作った袖の無い仕事着。 
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[’aNpukuri アンブクリ 不平のため顔がぶすっとふくれていること。 
[’a]N[be アンベ あんばい。様子。気分。具合。加減。o「今日はからだのアンベが悪
い」。確かでない意を表わす。ｘ「彼も一緒に行くアンベ」。 
 
○イ 
[’i]: イー そんなにまでしなくてもよいのにという恐縮の意を表わす感動詞。「イー、
そんなにたくさんおみやげまで持って末て…」。 
x イー 胆汁。（古）「い」（胆）。 
’i[: イー 錐。 
[’i:イー 西。 
[’i:sjima イーシマ 島の西部。すなわち田皆字方面。 
イー 他の語に冠して「言」の意を表わす。 
[’i:gurusja]N イー/グルシャン 言いにくい。 
[’i:]kurusju[N イー/クルシュン こっぴどく言う。 
[’i:]takurasju[N イー/タクラシュン 思う存分言う。 
[’i:]cjikiju[N イー/チキユン 言いつける。告げる。訓戒する。 
x イー/チョーシュン 言いかわす。約束する。 
[’i:bakurasjuN イー/バクラシュン 言いちがえる。 
[’i:hacjigurasjuN イー/ハチグラシュン 言いちがえる。 
[’i:Fai イー/フヮイ〔言い張り〕口論。 
[’i:]zja[ni イージャニ 遺言｡｢親のイージャニ」。こりごりだという意を表わす語｡｢今
日のようなきつい仕事はもうイージャニだ」。 
[’i:]zja[ni イージャニ どもり。どもりのまねをするとどもりになるという。 
[’i:]cji[(:)[ イーチー 魚のうろこ。頭のふけ。（古）「いろこ」（うろこ・ふけ）。 
[’i:]cja[(:)[ イーチャー 板。織機に渡して腰かける板。 
[’i:]cja[bu イーチャブ 二か所に綱をかけ、その下部に板を渡したぶらんこ。 
x イーチャグ 竹を編んで茅屋根の押さえとするもの。 
[’i:juN イーユン 入れる。他の語に付けて「取り入れる」等の用法はない。 
’i[ka= イカ（魚）いか。刺身・味噌漬けにする。墨の汁をつくる。 
’i[kaido!ja: イカイドヤー いいねえ。羨ましいね。 
[ho:rasja イカラシャ/ホーラシャ 人が寄り集って祝い喜ぶさま。 
[’iki]ju[N イキユン 生きる。活ける。埋める。 
[’iki]mu[sji[ イキムシ〔生虫〕動物。【家畜】 
イク・イツ 他の語に冠して「幾」の意を表わす。 
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[’ik]ka[(:)[ イッカー 幾日。何日。【「今日は～」】 
[’iku]ke[: イク/ケ 何回。 
[’iku]ta[i イク/タイ 何人。（古）「いくたり」。 
[’iku]saN(OK) イクサン 小さい。幼い。 
[’iku]saFui[sa イクサ/フイサ〔小大〕大小。 
[’iku]ta:[ma,[’iku]tazja:[ma イクターマ・イクタージャマ 小さいさま。 
x イグトゥ・ユングトゥ・クチ 皮膚病等を治すための呪文。他人にわからぬようつぶ
やく。（古）「よごと」（天皇の長寿を祝う言葉）。 
’i[zai イザイ 夜漁。主として冬、潮がよく引くとき、たいまつを用いてする。（古）「い
さり」（漁）。 
<m>’i[sake イサケ いさかい。けんか口論。 
’i[sji= イシ 石。 
’i[sji’usji イシウシ・xヒチウシ 石臼・碾臼。上下二つの円形の石を重ねた製粉用の
臼。 
[’isji]ga[cji イシガチ 石垣。暴風常襲地帯なので、屋敷は石垣で囲むのが基本であ
る。石垣の上には榕樹等を植えて防風林とする。幅が二、三間もあって涼みなどもで
きるような場合はチチヤマ（築山）と称する。 
[’isji]garami[:[ イシガラミー 石ころの多い道。 
’i[sjizji= イシジ いしずえ。礎石。 
[’isji]zje:[ku イシゼーク〔石細工〕石工。永良部で石ゼークと言われる人は造形を
なすのでなく、井戸掘りに際して岩盤をうがったり、石垣用の石を切り出したりする
程度である。 
[’isji]nagi[ku イシ/ナギク 石投げっこ。やや技術を要するのには、平たい小石を水
面に投げて、水の背を走らせる遊びがある。 
’i[sjihjizjui イシ/ヒジュイ〔石冷え〕からだ、手足が石のように冷えること。 
’i[sjima:mi: イシ/マーミー 熟しすぎて石のように固くなった豆。 
’i[sjimimi イシ/ミミ〔石耳〕非常に遠くなった耳。 
x イシ/ワラビ（植）てんのうめ。盆栽にする。 
’i[zji= イジ 意地。意志。勇気。気概。 
x イジイジトゥ 勇気・気概のあるさま。 
’i[zjizju:sa]N イジヂューサン・イジドゥクサン 意志が強い。意地っ張りだ。 
’i[zjinasja イジナシャ 意気地なし。 
’i[zjimuN イジムン 勇者。【むしろ、賢い者】 
’i[zji]: イジー 事実そうかと問いただす語。「イジー、最初に手出ししたのはお前か」。 
Hosei University Repository
 
－21－ 
[’izji]gu[sji イジグシ 茅の茎を投げてその距離を競う遊び。 
x イシジ（魚）和名不詳。さしみとして美味。 
x イジヌチ 作物の生長の遅速。 
’i[zji_[haro]ju[N イジハロユン 出はらう。【「行って払う」に対応】 
[’izja]gu[sji イジャグシ 皮膚に刺さった木や竹の細片。【とげ】 
[’i]sja[sju イシャシュ 医者。「シュ」は敬称であるが殆ど一語のように熟している。 
[’i]sja[tu イシャトゥ かまきり。 
x イジュー（植）いじゅ。幹は質が固く虫が食わないので柱に適する。皮は削って海の
潮だまりに入れ、小魚を毒死させて獲るのに用いる。 
[’isju]gaju[N イシュガユン 急ぐ。歓談の途中などで、ゆっくりつきあってもおれな
い場合「私はイシュガラヤー」とあいさつして中座する。 
[’izji]ju[N イジユン 出る。 
’i[sjo: イショー 衣裳。着物。晴着。 
[’isjo]ni(OK) イショーニ 常に。 
<m>[’ita]cji[ki イタチキ〔板付け〕くり舟に対して板を組み合わせて造った舟。 
[’i]ta[ba イタバ 板前。料理人。 
’i[taburi,’i[taburimuN イタブリ・イタブリムン ぼんやり者。 
’i[taburiko:buri イタブリ/コーブリ ぼんやりしているさま。 
’i[taburijuN イタブリユン ぼんやりする。気落ちする。 
’i[cji] イチ 息。 
[’icji]kucji[sa]N イチ/クチサン 息苦しい。窮屈だ。 
’i[cji_cji[cjuN イチ/チチュン 息をつく。一安心する。 
[’icji]zjiriju[N イチヂリユン ぜんそくなどで喉をぜいぜいさせる。 
[’icji]sjiga[sa]N イチ/シガサン 呼吸がしにくい。 
[’icji]zjiritami[cji イチジリ/タミチ 喉をぜいぜいさせるさま。 
[’icji]ka[sa]N イチカサン 短い。 
[’icji]kana[ga イチカナガ〔短長〕長短。長さのそろわないこと。 
[’icji]kabu[sji イチカブシ〔短か節〕沖永良部を代表する名曲で、イチント節、ナー
ジルガイともいう。何に対して短かいというかは不明。しみじみとした静かな曲で歌
遊びの最後はこれでしめくくる。沖永良部出身の民俗研究家柏常秋翁はこれについて
「本来神意を畏み、神徳を讃える神歌であったにちがいあるまい」と述べている。 
’i[cjizju: イチジュ 御馳走を入れて携えるための重箱。 
’i[cjicjigojuN イチ/チゴユン 行き違う。すれちがいになる。軽い脱臼をする。筋肉を
すじ違いする。 
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[’i]cji[mu イチム いつも。ふだんに。 
[’icji]muhacji[mu,-hui[mu イチム/ハチム・イチム/フイム いつも。 
’i[cja: イチャー どう。（古）「いかん」。 
’i[cjaka イチャカ どうか。 
[’icja]kahui[ka イチャカ/フイカ 色々様々。 
x イチャケ 何回。 
[’i]cja[sa イチャサ どのくらい。いくら。 
[’icja]sa[mu イチャサム いくらも。いくらでも。 
’i[cjasji= イチャシ どうして。 
[’icja]sji[mu イチャシム どうしても。 
[’icja]sjimuha:sji[mu イチャシム/ハーシム・イチャシム/フイシム どうしてもの強
意。どうでもこうでも。 
’i[cja:_sjaN[te イチャ/シャンテ 如何しても。どうしても。 
[’i]cja[te イチャテ どのくらいの価格。 
[’icja]na[ge イチャナゲ どのくらいの日時。 
[’i]cja[nja イチャニャ どう。 
[’icja]nja[nu イチャニャヌ どんな。 
x イチャニャ/ハニャ どう。 
’i[cjaha イチャハ どうこう。 
[’i]cja[mu_na[N イチャム/ナン どうもない。なんともない。 
[’i]cja[mu_ha:[mu イチャム/ハーム どうもこうも。 
’i[cjajo]: イチャヨ どうか。どうだ。 
’i[cjaNbe_[na]:[nu_[muN= イチャンベ/ナーヌムン どれ程もない者。お高く構え
ている人への反撥を示す語。 
[’i]cja[sa]N イチャサン 少ない。 
x イチャヒャ（植）いぬびわ。 
[’icja]N[da イチャンダ 徒労。無駄。（古）「いたづら」（役に立たない状態）。 
[’icja]Ndazji[N イチャンダ/ジン 無駄金。 
[’icja]Ndamu[N イチャンダ/ムン 役に立たない物。 
’i[cju] イチュ・イトゥ 糸。絹糸。【糸の意。絹糸は [kinu]’i[cju】 
[’icju]’isjo[: イチュ/イショー 絹の着物。 
[’icju]zja[: イチュジャ 先が三本に分かれた魚を突くやす。 
[’i]cju[bi イチュビ（植）いちご。（古）「いちびこ」。子供が食べる野生のものにx山イ
チュビ（ほうろくいちご）とxハルイチュビ（なわしろいちご）がある。前者は数が
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少く実が大きい。葉は燃料にも握り飯の包みにも使われる。後者はハル（畑・野原）
の至るところにあり、実が小さい。 
[’icju]bu[i イチュブイ 不精。怠け。 
[’icju]buimu[N イチュブイ/ムンヌ、xアンジム/へーヤ（諺）（不精者の杵替え）不
精者にかぎって、あれを使えば楽だろう、これを使えば楽だろうとよく道具を取り替
える。 
<m>[’icju]ma[(:)[ イチュマ・イトゥマ 暇。（古）「いとま」。 
[’icju]na[sja]N イチュナシャン 暇がない。忙しい。（古）「いとなし」。 
’i[cjumiN イチュミン いきむ（お産の際など）。 
’i[cjuN イチュン 行く。 
’i[kijo:イキヨー〔行けよ〕別れの際のあいさつ語。送る側がこういうと、送られる
側は wu[rijo: ウリヨー（居なさいよ）という。路上で別れる場合は両方とも「イキ
ヨー」という。 
’i[zjaNcjicji イジャン/チチ〔行った月〕先月。 
’i[cjicji イチチ 行き来。往復。交際。 
’i[cjojuN イチョユン 行き会う。尋ねて行って会う。 
[’icjo]ju[N イチョユン 御馳走する。 
イッ 他の語に関【冠？】して「一」の意を表わす。 
<m>[’ikkiN イッキン 一件。「あのイッキンは今どうなっているか」。 
x イッサン/ケーユン〔一散駈ける〕一目散。「イッサンケーて逃げた」。 
x イッシューナチ〔一升泣き〕昔、葬式の際、米一升を与えて泣き女をやとったとい
うことから、よく泣くこと、よく泣く子をいう。 
x イッチ 一番。「これがイッチ良い」。 
x イッチャビラ 一張羅。 
[’i]tu[ki イットゥキ・イトゥキ 一時。しばらく。 
[’itu]kimizjira[sja イトゥキ/ミジラシャ しばらくは興味を示すがすぐに飽きるこ
と。 
[’itu]dacjina[bi イットゥダチ/ナビ 一斗炊き鍋。普通藷を煮るとき使い、臨時には
多量の御飯を炊くときに使う。 
[’ippe イッペ〔一杯〕精一杯。 
[’ip]pekop[pe イッペ/コッペ・シッペ/コッペ 精一杯。「イッペコッペしてみたが駄
目だった」。 
x イッカイ 錨。穴のあいた石を利用した。 
x イッケユン 届く。「天井までイッケユン」。到着する。「もう家にイッケた頃だ」。 
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[’icji]maN[cju[(OK) イトゥマン 糸満。漁業を専業とする者は、永良部では皆無に近
い。大正の初めの頃から沖縄の糸満地方の人々が来て、手々知名字の海浜近くに集団
を作って漁業に従事した。男が獲った魚を女は大きなバキ（ざる）に入れて頭に載せ
「イューコインショーリ」（魚買い候え）と呼び歩いて売った。第二次大戦の頃から彼
らは帰郷し、与論島の人々 [juN]nu[cju がこれに代わった。 
x イナバ・イナバムン おてんば。 
[’i]na[he イナへ そんなに早く。「イナへ済んだか」。 
[’i]ni[(:)[ イニ（植）稲。 
x イニシギ（植）さんごじゅ。これがよく稔る年は稲も豊作だといわれる。 
[’ini]sjiribu[sji イニシリブシ 稲摺節。沖永良部だけでなく他島でもよく歌われ踊ら
れている。大勢が舞台上に出て、稲刈り、脱穀、収穫等の所作を模して賑やかに踊る。 
[’i]nja[ra イニャラ 稲の茎。 
[’inja]rana[zji[ イニャラナジ〔イニャラ薙ぎ〕稲刈り。 
x イニャ〔猪脚?〕織機の織った部分を巻き取る棒。 
[’inju]ju[N イニュユン 祈る。同じことを何度もぶつぶつ言う。 
[’i]nu[(:)[ イヌ 犬。 
[’i]nu[tu_[mja(cf.猫は[mja:]）イヌトゥ／ミャ（諺）犬と猫。仲の悪いことのたと
え。「AさんとBさんはイヌトゥミャだ」。 
x イヌジ 小蛸。 
<m>’i[no イノ 環礁と陸地の間の海。 
[’i]ba[sa]N イバサン・シバサン 狭い。 
[’iba]sji[cji イバシチェ 狭くて窮屈なさま。 
[’iba]sjicjima:sji[cji イバシチ/マーシチ 狭苦るしいさま。 
’i[bi= イビ 普通は伊勢えびを指す。 
[ta]na[ga(’ibi- は付けない方が普）イビタナガ 川えび。 
x イビ 溜池から田に水を汲みあげて溜めながら流す所。そこからの流れ口をイビグチ
という。 
[’i]bi[ra イビラ 大鍋に用いる大型のしゃもじ。 
[’ibi]riju[N イビリユン 飽きる。 
[’ibi]rikusariju[N イビリ/クサリユン 飽きはてる。 
<o>[’ibi]riko:bi[ri イビリ/コービリ 飽きはてたさま。 
x イフ粉状の黄褐色の土。地下水等によって運ばれてきた砂礫まじりの土。 
’i[busjiki イブ・イブシキ 腹の突き出ていること。【太って】 
ja[bu]su イブス・ヤブス 出べそ。 
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’i[he イへ 位牌。墓石。墓石はかつてはウル石という珊瑚石を刻んで自製した。永良部
に現存する墓石の殆どが明治以降のものである。【’i[heは墓石で、位牌は’i[haiだと】 
x イベリユン 魚や肉類を食べることによって腫物が悪化すること。 
[’i]mi[(:)[ イミ 夢。（古）「いめ」。 
[’imi]gamara[sja]N イミガマラシャン〔夢やかましい〕遠方の地で生活している肉
親が度々夢に現れることをいう。そういう際は夢に出た人に凶事がありはしないかと
案じてユタを頼んで占いや祈祷をさせた。 
[’i]mi[:_[misji]ju[N イミ/ミシユン〔夢を見せる〕生霊または死霊が、その意志を
伝えるために夢枕に立つ。 
<m>[’i]mi[:_[sjimi]ju[N イミ/シミユン〔イミさせる〕長持ちするよう節約して上
手に使う。 
[’i]mi[:_na[N イミ 物のつかいで。「この石鹸はすぐ減ってイミない」。【使いでがな
い】 
[’imi]ju[N イミユン 催促する。ねだる。 
x イメー 意味。由緒。いわく。 
x([’ja]: は玉城方面で使う）イャー おい。同輩や目下に対する呼びかけのことば。 
[’ja:= イャー 石を割る鉄のくさび。 
[’ju:= イュー 魚。(古)「いを」。 
[’ju:tuibuni イュー/ツイブニ 魚釣り舟。 
[’ju:]tu[ja,[ju:]tui[ja イュー/トゥヤ 釣り好きな人。漁師。 
[’ju:numi イューヌミ 魚の目【足の】。xいぼ。 
[’juN イュン 言う。入る。要る。射る。 
’jo[:[ イョー 櫂。 
[’jo:= イョー 洞穴。「いほり」の転か。 
[’jo:juN イョーユン 借りる。返すべきものが、借りたそのものでない場合、例えば味
噌・米麦などを借りるのはイョーユンである。それに対して、借りたそのものを返さ
ねばならない場合、例えば農具・牛馬などを借りるのはフーユン[Fu:]ju[Nである。
金銭を借りるのはイョーユンともフーユンともいうが、前者は小銭をしばらく借りる、
後者はまとまった金を正式に借りるという気持ちがある。 
[’jo:igui,..[mudu]sjigu[i[ イョーイグイワ/アーシガ、ムドゥシグイワ/ナン（諺）
〔借り声はあるが、返し声はない〕借りたが最後なかなか返そうとはしないこと。 
[’ira]bu’una[zji イラブウナジ えらぶうなぎ。普通食しないが美味だという。 
x イラブジマ 永良部角力。互いに相手の帯を握ってから始める。途中相手の帯を放し
てはいけない。倒れても背が地面につかないかぎり負けとならない。 
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[’ira]bu[cji イラブチ（魚）ぶだい。青と緑の摸様のある魚。煮るより刺身にした方が
おいしい。 
’i[riku= イリク 戸外での行事に家族の御馳走を入れて携える箱。大中小の三箱で一組
になっている。 
[’i]ri[ku,[’iri]kumu[cji イリク・イリクムチ 米の煎り粉に砂糖を加え、水で伸ばし
て作った菓子。 
x イリクミチュー〔入り込み人〕他島や他集落からの移住者。 
x イリミ〔入り目〕失費。 
イン 他の語に冠して「犬」の意を表わす。 
[’iN]gu_[’iN]gu イング〔犬子〕おとながイングと言いながらあごをしゃくる動作
を繰りかえし、生後三、四か月の子にその真似をさせる。犬の子の如く丈夫であれか
しとの意がある。 
x インヌ/カミ 犬の神か亥の神か不明。めでたい神だったという。 
[’iN イン 十二支の戌。【干支でのみ用いる。[’iN]nutusji[(:)[】 
[’iNzjigami インジガミ 沖縄から移入する蓋付きの納骨甕。 
x インジ/キンジ 同時に播種した作物の発芽・生長の不揃いなさま。 
[’iNzjiburu,[’iNzjiburuma:mi インジブル（植）いんげん豆。 
[’iN]zju[mi,[’iN]zjumiku[:,[’iN]zjumigwa:[sji[ インジュミ・インジュミクーはっ
たい粉。これで雑炊やお粥をつくる。芋と混ぜてテンプラをつくる。砂糖を混ぜて湯
で練って食べる。ハタグヮーシ ha[tagwa:sji【型菓子】・ヤチムチ [jacji]mu[cjiの
原料となる。 
<m>[’iN]da[ni インダニ〔稲種〕稲苗のこと。 
[’iN]tabu[re インタブレ 民謡名。人を陶酔させる美しい曲。犬田布【インタブ】は徳
之島の地名で、歌詞にも同島の母間【ボマ】等の地名が出てくるがその理由は不明。 
x インニャ 想像上の海の怪物か。竜巻き（チジュマチ）と一緒にして「インニャチジ
ュマチ」という。 
x インニャー・ニャーニャ（幼）大便。 
x インニャゴ おしめ。 
[’iNbara,[’uNbara インバラ・ウンバラ 身ごもって大きくなった腹。 
 
Hosei University Repository
 
－27－ 
○ウ 
[’ui ウイ 上。 
[’uisja ウイシャ 上下。さかしま。 
[’uisja_[na]sju[N ウイシャ/ナシュン〔上下なす〕ひっくりがえす。 
x ウイヌウラ〔上の浦〕日本本土のこと。 
<m>[’uiFai_[sja:Fai_? ウイフヮイ/シャーフヮイ〔上走リ下走り〕東奔西走。 
ウイ・ウッ 他の語に冠して「初」の意を表わす。（古）「うひ」。 
[’uigwa: ウイ/グヮー 初めての子。 
[’uicjinare ウイ/チュナレ・ウッチュナレ〔初手習〕ものごとをなすのに初めてのこ
と。 
[’uttacji ウッ/タチ〔初立ち〕赤ん坊が生まれた家（初産は実家でするのが普通）か
ら母親と共に初めて他の家（婚家、実家もしくは近親の家）を訪れる行事。その際、
赤ん坊の額にナビヒグル（鍋墨）[nabi]hjigu[ruを少しつけて魔除けとする。 
ウイ 他の語に冠して「追」の意を表わす。 
[’ui]cjikiju[N ウイチキユン 追っかける。 
[’uicjicjuN ウイチチュン 追いつく。追い越す。 
x ウイチミ/ハニチミ 人や動物が逃げるのをあっちからこっちからと追い回すさま。 
ウイ・ウー「起き」の意を表わす。 
[’ui]kuru[bi ウイクルビ 起き伏し。「病気が長びいたので自分ではウイクルビもで
きない」。 
[’ui]ju[N ウイユン 起きる。 
[’ui]ru’ui[ru ウイル/ウイル 起きたはな。【起きてすぐ～する】 
[’u:]sju[N ウーシュン 起こす。 
’u[i ウイ 物々交換の際、劣っている方に添える物品や金銭。（古）「おひ」（いったん払
ってまた不足を補い渡すこと）。 
’u[i_[’u]cju[N ウイ/ウチュン〔ウイを置く〕ウイを添える。【追加する】 
x ウイ/イジユン〔生い出る〕成長する。 
x ウイウイ 動詞についてその動作を度々するの意。「見てはウイウイする」（間を置い
て何度も見る）。 
x ウイギシ 幅一寸足らずの細帯。最も粗末なのはバシャゴタウイギシ（芭蕉の繊維製
のウイギシ）で畑仕事の際などに締めた。 
x ウイクル 田植えの際、一人だけ遅れて植えられた苗の中に取り残された状態になる
こと。 
[’ui]gu[ru ウイグル・ウイザニ 果実の熟せず固くなったもの。子供のくせにからだが
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固くしまって成長がとまった状態になっていること。 
x ウイザ（魚）ぞうりえび。 
x ウイシ 大魚釣り用の釣り縄を海底に沈めるための重石。釣り縄が海底に届いた際、
釣り縄を操作してはずす。 
[’ui]zju[N ウイジュン 泳ぐ。 
[’u]i[zja ウイジャ 泳ぎ。 
[’ui]cji[ke ウイチケ お使い。ちょっとした雑用。「子供がウイチケできるようになっ
たので助かっている」。 
[’u]i[cjo ウイチョ（植）ういきょう。香気があって食用になる。 
[’u]i[bi ウイビ 指。（古）「および」。 
[’uijuN ウイユン 植える。 
[’ui]ke:sju[N ウイケーシュン 植えかえる。移植する。 
[’ui]ju[N ウイユン 果実・藷・漬物等を食べやすいようにざるや皿、または掌等に分
け移す。 
[’ui]ju[N ウイユン 成熟する。 
[’ui]ki[ri ウイキリ 熟しきったもの。ませた子供。 
[’u:gutu ウーグトゥ おおごと。たくさん。 
[’u:]sju[N ウーシュン 負わす。牛馬や車に荷を載せる。 
x ウーシュン 動詞につけて、そのことができるのを表わす。「持ちウーシュン」は持つ
ことができる。否定形は「ウーサン」。 
[’u]:[he ウーへ 横柄。 
[’u:juN ウーユン 追う。人を【見】送る。借りた器具類を返す。贈るは  ウクユン 
’u[kujuN。 
’u[kabjuN(OK) ウカビユン 浮かべる。うわつく。浮き浮きする。 
<m>[’ukkabi ウカビ・ウッカビ 軽薄な者。 
x ウキイュー〔浮き魚〕海面近くを泳ぐ魚。 
[’uki]ju[N ウキユン 受ける。田畑を借り受ける。承諾する。 
’u[kui,ha[ka’ukui ウクイ〔送り〕葬送。家で祭祀をした後に霊を墓へ送ること。そ
の際祭壇の神酒・洗米は携えて行って墓前に供える。ウンヂャク [’uNzjakuともいう。 
x ウクシ 昔使用された一升二合入りの升。 
[’u]gwa[nu ウグヮヌ〔御願〕祈願のこと。その例、家内息災の願をするときは、家で
最も大きな鍋をウヮーマ石（三つ一組のかまど石）にすえてその前で祈祷した。釜に
はハマタ（釜蓋）を被せ、その前にむしろを敷いて家族一同が座る。かまど石の前に
は親シュジ・子シュジ（親しとぎ・子しとぎ、すなわち大小の団子）と花米一升・洗
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米・御神酒を供えてユタがお祈りをする。終わるとしとぎは先祖棚に供え、各人も戴
く。それから家の東側で「三年モール（回り）の御願をしてさしあげますから屋敷の
神様もお受け取りください」と唱える。なお、お供えの花米一升がユタへのお礼とな
った。 
’u[sajuN ウサユン 押される。圧される。睡眠中にもののけなどに襲われる。（古）「お
そはる」（夢の中でものに襲われる）。 
<m>’u[sai_[ke:]ju[N ウサイ/ケーユン〔圧さえかける〕圧さえをする。 
’u[sji] ウシ 臼。古い臼を割って薪にするときは、隣近所に分けて燃さねばならない。 
’u[sji ウシ 安心。「それを聞いてウシした｣’u[sji_sja%N。 
’u[sji= ウシ 牛。牛に乗るものではないとされる。農耕用に牛と共に人を雇った場合の
賃金は牛一頭が人二人分である。牛の形をした妖怪をxフーシジという。 
’u[sji’o:sji ウシ/オーシ 闘牛。闘牛用の牛はオーシウシ [’o:]sji’usji[:。 
x ウシ/クスイ〔牛薬〕牛肉を入れた濃い味噌汁。栄養食という意味でこういう。 
[’usji]nja[ka ウシニャンカ 子牛。 
’u[sjinusudu_[muni]hjiN[zji ウシヌスドゥ/ムニヒンジ〔牛盗人嘘言〕大嘘。昔は
牛を盗むことが最悪の盗みだったことからきたことば。 
[’usji]nu[cji,’u[sjinu_cji[: ウシヌ/チー 牛の乳。牛乳。 
[’usji]nu[ja,’u[sjinuja: ウシヌ/ヤ 牛小屋。堆肥小屋や物置きを兼ねることが多い。 
[’usji]mo:[sji ウシ/モーシ〔牛馬〕家畜。 
’u[sjiN_[sji]sji[: ウシンシ[sic.］牛肉。明治の頃までは牛馬の肉を食べるのを忌む
風があった。特に牛肉は疔（悪性の腫物）ができるとして恐れられた｡【cf.[’wa:sji]sji[:
豚肉、[tuisji]sji[:鶏肉】 
’u[sji= ウシ 丑。 
’u[sjizjicju: ウシジ/チューヌ、ウートゥルバイ（諺）丑年生まれの大のろま。 
’u[sjidusjiMa:ri ウシドゥシ/マーリヌ、ウシヌ/チカラ（諺）丑年生まれの牛の力。 
ウシ 他の語に冠して「押」の意を表わす。 
’u[sjikijuN ウシ/キュン〔押し切る〕ほうちょうで野菜等を切る。 
[’usji]cjikiju[N ウシ/チキユン おしつける。押す。 
’u[sjicjikini_sju[N ウシチキニ/シュン〔おしつけにする〕人を押さえつけにする。 
[’usji]ma:sju[N ウシ/マーシュン 押し負かす。克服する。 
’u[sjagijuN ウシャギユン 押し上げる。物を差しあげる。 
’u[sjagimuN ウシャギ/ムン 目上に対する贈物。 
x ウシクギー（植）あこう。つぼみは食用となる。 
[’usji]gu[tu ウシグトゥ かげぐち。 
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x ウシャガユン 上座にまかり出る。 
[’u]sja[zja ウシャジャ なまこの一種。 
x ウシャリ かつて庶民が上層の主婦をさした敬称。 
’u[sju] ウシュ 後ろ。陰口。「人のウシュ言うな」。 
[’usju]Ncju[N ウシュンチュン 後ろに体をひく。 
[’u]sju[(:)[ ウシュ〔潮〕潮水。初節句の日はその子を海に連れて行って、足先なりと
も潮水に浸す。 
[’usju]gumu[i ウシュ/グムイ〔潮池〕天日製塩のための岩礁の窪み。そこに海水を
注ぎ蒸発によって濃くなったのを煮つめて製塩する。 
[’usju]zji[na ウシュ/ジナ〔潮砂〕潮に浸った海岸の砂。月待ちの際はこれを屋敷中
にまく。また、線香立ての灰の代わりにする。茶碗に入れた潮砂そのものを供える家
もある。 
[’usju]nama[sji ウシュ/ナマシ 釣った魚をその場で刺身にし、海水で洗いながら食
べるもの。 
[’usju]ni[(:)[ ウシュ/ニー〔潮煮〕潮水で煮炊きすること。豚の餌料などをそうす
る。 
’u[zjugurumja ウジュグルミャ 白黒まだらの猫。 
[’u]zju[ru ウジュル 野菜類。 
x ウジョ破れた布切れを綴り合わせて作った袖の無い防寒着。仕事着の上から羽織る。 
x ウジョ・ジョー〔御状〕昔は手紙のことをこういった。 
<m>[’usjo]sjamasjo[sja ウショシャ/マショシャ 着物の着方、物の始末の仕方が雑な
さま。 
’u[sjosjuN,’u[cjo]sjuN ウショシュン・ウチョシュン 物を一所に寄せる。一緒にする。
【着物を左右から寄せて前できちんと合わせる。】 
x ウズ 海うなぎの巨大なもの。大きく肥えた人をウズのようだという。 
x ウズミン お目覚めになる。 
’u[sujuN ウスユン 圧さえる。押す。覆い隠す。埋める。鶏が卵を抱く。 
’u[sebacji ウセバチ 広くて浅い陶器の丸鉢。祝宴の際ヒムヌ（はさみ肴）を盛る。 
x ウセユン 強姦する。 
’u[sonojuN ウソノユン 失う。紛失する。類似語のウトゥシュン [’utu]sju[Nやフヮ
ントゥシュン [FaN]tusju[Nは主に戸外で失うことをいう。 
’u[ta= ウタ 歌。 
[’u]ta[sja ウタシャ 歌のうまい人。 
’u[tamacji ウタマチ〔歌待ち〕三味線による前奏。相手が歌い出すまでは同じ呼間を
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何度も繰り返して待つ。歌が三味線に合わせるのでなく、三味線が歌に合わせるのが
本体である。三味線の上部に切り込みを入れてそこにはめ込む象牙片もしくは木片。
それには三筋の溝がついていて、三本の弦はこの溝を通ることによって固定する。 
[’uda]:[da,[’uda]’u[da ウダ・ウダウダ 喜んでそのことに応じる、そのことをする
という意を表わす語。「いくらでもウダウダ持っていってください」。 
’u[da] ウダ どこ。 
[’uda]kaFui[ka ウダカ/フイカ どこそこ。 
’u[da]cji_jo: ウダチ/ヨ どこへ（行くの）か。道で合ったときのあいさつの一つ。
敬語は「ウダチディロヨ」（どちらへですか）。 
[’uda]nimuFuini[mu ウダニム/フイニム どこにもそこにも。 
[’u]ta[ti(OK) ウタディ わざと。 
[’u]da[nu ウダヌ お頼み。お願い。「ウダヌします」。 
ウチ・ウッ 他の語に冠して「打」の意味を表わす。 
[’ucji]’a[mi（のみ）ウチ/アミ・スジ/アミ〔打ち雨〕横なぐりに家にはいり込む雨。 
[’ucji]kurusju[N ウチ/クルシュン 打ち殺す。打ちのめす。 
[’u]cji[ge（ただしtujuNは使わないらしい）ウチゲ/トゥユン〔打ちがえりとる〕赤
ん坊が仰向けの姿勢から自力で這う姿勢になること。成長の一つの目印とされる。 
[’ucji]zji[: ウチジー 打撲を受けてその際は何ともないが、後になって悪化すること。 
[’ucji]zjasju[N ウチ/ジャシュン〔打ち出す〕言いだす。歌いだす。 
[’ucji]na:sju[N ウチ/ナーシュン してすませる。仕事をかたづける。 
x ウチナギ/へーナギ 乱暴に人に物を投げ渡すさま。 
’uc[cje]tada%cji ウッチェ/タダチ 打ったり叩いたりするさま。 
’u[cji] ウチ（古）「おき」（赤くおこった炭火）に同じ。 
[’ucji]tu[i ウチトゥイ〔おき取り〕たばこぼん。 
’u[cjikijuN ウチキユン 碗などをうつむけて【ひっくり返して】置く。 
[’ucji]ku[i ウチクイ・ウチュクイ 婦人が農耕や頭上運搬の際頭に被るもの。二枚の長
方形の布を縫い合わせて正方形につくる。これを三角形に折り、広い部分を前額上部
にあて両端を後ろのまげの下で結ぶ。夏物と冬物がある。 
x ウチヌ/クンボ 起きあがり小法師。 
’u[cjagajuN ウチャガユン 浮きあがる。浮かれる。有頂天になる。 
[’ucja]miju[N ウチャミユン すねる。 
[’ucju]cju[N ウチュン・ウチュチュン 置く。仕事を中止する。 
x ウチへー まき餌をした所に釣り糸を投げ置いて魚のかかるのを待つ漁法。 
[’ucju]kaju[N ウチュカユン 置かれる。置いてけぼりにされる。 
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[’u]cju[cji_[’u]cju[N ウチュチ/ウチュン 置いておく。 
[’u]cju[N ウチュン 物を容器から他の容器に移す。 
’u[cjo]juN(OK) ウチョユン 兼ね備える。「彼女は顔も気だてもウチョティ良い」。 
’u[cjiNcjuN ウチンチュン うつむく。 
’u[cjiNkanibui ウチンカ/ニブイ 伏せ寝。 
[’u]cu[i ウツイ〔移り〕勘。理解力。 
[’ucu]ra[N ウツラン 話が通じない。意が通じない。 
’uk[ka ウッカ 借金。負債。 
’uk[ka_[habu]ju[N ウッカハブユン 負債をもつ。 
’us[sa]N ウッサン みにくい。 
[’us]sa[gi ウッサギ みにくい者。不美人。 
x ウッチェ/マッチェ ものが人にまつわりつくさま。 
x ウッチャミ/ヒッチャミ 人の言うことを悪意に受けとるさま。 
’u[di] ウディ（植）かぶら。【腕と同音】 
[’uti]ju[N ウティユン 落ちる。 
[’uti]cji[ki ウティチキ〔落ちつき〕十分に。「御馳走をウティチキ戴いた」。 
[’uti]cjicju[N ウティチチュン 落ちつく。心の底まで満足する。 
’u[ti]cjiri ウティチリ〔落ち散り〕穀物や食べ物の落ちこぼれ。 
x ウトゥシイリ〔落とし入れ〕団子を入れたぜんざいようの食物。 
[’utu]sjiko:[sji ウトゥシ/コーシ 物をぼろぼろこぼすさま。 
[’utu]sjicjira[sji(OK) ウトゥシ/チャラシ 落とし散らし。 
[’u]cju[N(OK) ウティユン 藷などを煮た鍋から食べやすいように他の容器に分け移す。 
[’u]tu[: ウトゥ 年少。弟妹。性の区別なくウトゥという。また、えな（胞衣）の意に
も使った。 
[’u]tu[zja,[’utu]zjabu[ra ウトゥジャ・ウトゥジャブラ 兄弟姉妹。 
[’utu]biN[cja ウトゥビンチャ 弟妹たち。 
x ウトゥ/マキ〔弟負け〕子供がまだ、一、二歳の頃母親が身ごもる（このことを「ウ
トゥミュン」[’u]tu[:_mju[N＜弟見る＞という）と、その子は早めに離乳させられ、
あまり構ってももらえないので栄養不良になりがちであった。この現象をウトゥマキ
という。したがって、やせた幼児をウトゥミグヮ（弟見子）のようと形容する。 
[’u]tu[ge ウトゥゲ 下あご。（古）「おとがひ」。 
[’u]du[ru ウドゥル どれ。「ウドゥルを選ぶか」。 
[’utu]ru[sja]N ウトゥルシャン 大変だ。非常に多量だ。（古）「おどろおどろし」（驚
くばかりだ。大変なものだ）。 
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[’u]tu[rja]: ウトゥリャー 恐ろしや。驚嘆すべきことに対して発することば。 
[’u]do[: ウドー どら。どれ。しまった。 
x ウドー〔横道〕大胆。横着。 
’u[domuN ウドニ/ムン・ウド/ムン 横着者。 
’u[domuni ウド/ムニ 横着なもの言い。 
’u[donasa]N ウドナサン 横着だ。ふてぶてしい。 
x ウドゲーユン 横着な態度を示す。 
’u[tojuN ウトユン 歌う。鶏がときを告げる。 
’u[to]rijuN(OK) ウトリユン 卒倒する。 
<o>[’una]ni[: ウナニ 牝牛。【[mi:]’usji[:が普。雄牛は[wu:’usji】 
[’una]N[za,[’una]niN[za ウナンザ・ウナニンザ 貴様。人をののしることば。 
’u[ni= ウニ うに。食用になるのはしらひげうに。 
’u[ni] ウニ 海。 
[’uni]’asjiku[i ウニ/アシクイ 海に携える食事。さつまいもが普通だった。 
[’uni]’a[cja ウニ/アチャ〔海歩き者〕よく漁に行く人。海女はいず、女が釣りする
ことは皆無である。 
[’uni]do:[gu[ ウニ/ドーグ〔海道具〕漁具。 
’u[ni]nu_[susu: ウニヌ/スス〔海の裾〕水平線。 
’u[ni]bata(OK) ウニ/バタ〔海端〕海辺。 
x ウニバチ うにの一種で人を刺し有毒。 
x ウニフヮイ/ホーフヮイ 潮干狩りやのり摘みのため海浜を歩き回るさま。 
x ウニ/マーミンザ ごかい。釣りの餌となる。 
x ウニ/マチギ（植）〔海松〕海辺の岩礁に生える植物の一種。 
x ウニ/マンカ〔海子馬〕たつのおとしご。 
[’uni]jari[go ウニ/ヤリゴ〔海破れ着〕山とは違って海には着物に引っかかるものは
ないから、破れ着でよい。海には粗末な服装で行け。 
[’uni]ba[sji ウニ・ウニバシ 鬼。 
x ウニシュ 鬼ごっこ。 
<m>’u[ba= ウバ 刳り舟。大正の頃から、沖縄から移入するようになった釣り舟。在来
のものより舟脚が早く転覆しても簡単に復元できた。xサバニともいう。 
x ウバイ/ケーユン 馬力をかけて仕事をする。一心不乱に仕事をする。 
x ウバンガチチ うにの一種。櫛を入れないために、ふくれ乱れた女の髪をウバンガチ
チのようだとたとえる。 
’u[bi] ウビ 帯。桶のたが。永良部で帯とは、普通には角帯でなく男女共黒い木綿のへ
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こ帯のことである。男は後ろに、女は前に結んだ。女の後ろ帯が奨励され実行された
のは昭和二十年代である。 
’u[bi= ウビ 覚え。記憶。【cf.[’ubi]ju[N】 
[’ubi]razji[ni ウビラジニ〔覚えずに〕思いがけず。突然。 
[’ubi]ranuma:[ni ウビラヌ/マーニ〔覚えぬ間に〕いつの間にか。「ウビラヌマーニ
大きくなったね」。 
’u[bi･_’oisjuN ウビ/オイシュン〔ウビを差しあげる〕ここでいうウビとは意味不明
であるが、水の意かとも思われる。ウビオイシュンは洗骨改葬することである。人の
死後二、三年から五、六年の間に行う。日の出前に地中の柩から骸骨化した遺体を取
り出し、腐肉を洗い落とし、納骨用の甕（ヤザラガミ）に人体の下部の骨から順に移
し納め、最上部に頭骸骨を置く。生前意地悪い人の肉は腐れにくく、骨に肉片が付着
して作業が難渋するといわれる。ユタが「墓に清められたい人がいる」と告げること
があるが、それは死者が改葬されたいと望んでいるとのことである。【[’oisjuNは敬語。
[’oisjiriは召し上がり下さい。[’oisjimijuNは差し上げる】 
[’ubi]ga[ni ウビガニ〔指金〕指輪。 
[’u]hja[sa]N ウヒャサン 性格が大まかである。 
’u[bijuN ウビユン ふろがまの下の火をたきつける。 
[’ubi]rakubi[ra ウビラ 祖先の祭祀の際、霊前に供える御飯や汁等を入れる木製黒塗
りの大椀。小型のものはクビラ。【大椀と小椀をまとめて言う】 
’u[buku ウブク〔御仏供〕祖先の霊前に供える御飯。 
’u[bukurijuN ウブクリユン 溺れる。 
’u[busa]N ウブサン 重い。 
’u[busa: ウブーサ（幼）幼児を両手で高く差しあげながら言うことば。 
x ウブ/ウブトゥ 人に重みのあるさま。威厳のあるさま。 
’u[busagi:sa ウブサ/ギーサ 重そうなさま。 
’u[burito:buri ウブリ/トゥブリ〔朧ろ灯り〕灯火の光の非常に弱いさま。 
’u[Fa] ウフヮ 琉球服属時代の鳥主「世之主」を祭った琉球式の墓で岩壁をうがってで
きている。造営にあたっては琉球から石工を呼んだといわれる。ウフヮの前方に同型
の豊山家の墓があり、これをチュラドゥルという。 
’u[bejuN ウベユン 水を加えて焼酎の度や風呂の温度をさげる。 
<m>[’umi]gwa[:[ ウミグヮ〔思い子〕愛し子。日常語でなく歌語である。 
’u[mi]ke:juN(OK) ウミケーユン ごらんになる。お目にかける。 
[’umi]cjizji[nu ウミチ/ヂヌ〔御神酒膳〕葬式の際、水と御神酒と洗米を載せる膳。 
[’u]mi[N ウミン 細かく裂いた繊維を長く繕り合わせる。（古）「うむ」。 
Hosei University Repository
 
－35－ 
[’u]mi[N ウミン 穀物・果実・腫物等が熟する。 
[’u]mu[(:)[ ウム 甘藷。さつまいも。（古）「うも」（イモの古名）。 
x ウム/クジ 甘藷の澱粉。ウムヌ/シンとも。 
[’u]mu[ke ウム/ケ 藷粥。藷だけのあるいはそれに粟・米などを混ぜた粥。 
[’umu]sji[ru ウム/シル 藷の煮汁。豚の飼料となる。 
[’umu]se:ma[gu ウム/セーマグ 藷を食事にする際に入れる小型のざる。 
[’u]mu[:_[Cja:]ju[N ウム/チャーユン藷を掘る。【[Cja:]ju[Nは畑などを掘る意
も】 
[’umu]du:[sji ウム/ドゥーシ 藷入りの雑炊。「ウムミシジ」とも。 
[’umu]numuc[cji ウムヌ/ムッチ 生藷から出る粘っこい汁。【白くて取れにくい】 
[’umu]me[: ウム/メー 藷入りの御飯。 
[’umu]wa:[sji ウム/ワーシ 藷を野菜類と共に煮こんだ食物。 
[’uN]ba[ni ウンバニ 煮た藷をこねただけの食物。 
[’umu]ka[zji[ ウムカジ 面影。「面影が立つ」という言い方をする。 
x ウムキダギ（植）かんこのき。 
[’umu]sju[N ウムシュン 蒸す。 
[’umu]sjiwu[i ウムシ/ヲゥイ〔蒸し桶〕せいろう。 
[’umu]riju[N ウムリユン 蒸れる。 
[’umu]ti[: ウムティ 表。表座敷。母屋。舟のへさき。母屋は屋敷の東側に南向きに造
る。さらに二分して南側をフヮー（神棚・床の間・客間）、北側をウチ（寝所）とする。
【[to]:gu[ra（台所）とセットになって[’umu]tito:gu[raという】 
[’u]ja[: ウヤ 親。 
x ウヤ/ギンゾ〔親見参〕結婚式の翌々日の里帰り。ミチャムドゥイ mi[cjamudui（三
日戻り）とも。 
[’uja]so:[zji ウヤ/ソージ〔親相談〕いいなづけ。親が決めた結婚。 
[’uja]bi[re ウヤビレ 親への仕え。孝養。 
[’uja]masai[gwa:[(OK) ウヤマサイグヮー 親まさりの子。 
[’uja]wazjire[gwa: ウヤ/ワジレグヮ 老後の親の世話をすべき子。普通は長男。 
[’u]ja[ho ウヤホ 祖先。高齢の人にもこういう。 
’u[juN ウユン 売る。 
’u[ra= ウラ おまえ。ただし、「ウラ」は「おまえ」よりは幅が広い。方言で「ウラ」
と言える相手にでも共通語で「おまえ」とは言いにくい場合がある。【目下に】 
[’u:]cja ウーチャ おまえたち。 
x ウラハラ あべこべ。（古）「うらはら」。 
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[’ura]sjima,[he:]sji[ma(OK) ウラシマ・へーシマ 着物の着方が裏がえしなこと｡（古）
「かへさま」。 
’u[raN ウラン 居ない。 
[’u]N ウン 居る。 
[’u]ri[: ウリ 慈雨。 
’u[ri= ウリ・ウン それ。 
’u[rikusu ウリクス それこそ。 
x ウリタ・ウンタ それら。 
x ウリジム 旧三、四月の頃。かつて芭蕉の繊維を織るのに冬は乾燥して適せず、この
頃から織り始めたという。 
’u[ru’isji ウルイシ 珊瑚石の一種。 
[’uru]sju[N ウルシュン 下ろす。種を蒔く。 
x ウレシタ しまった。主として他人が失敗したときにかける声。エーシタとも。 
x ウレンガ そうれ。自分が持っているものを他人に見せびらかしていう言葉。 
[’wa:] ウヮー 豚。昭和二十年代あたりまでは、殆ど全戸が豚を飼って収入源の一つと
していた。移出先は主に沖縄であった。また、歳末には各戸豚を屠り正月用の御馳走
にすることはもちろん、一年間の貴重な栄養源とした。豚味噌―味噌に豚肉・落花生・
砂糖等を混ぜて妙める。豚肉・肝・舌―味噌漬けにする。豚骨―雑炊その他諸料理の
味つけになる。血―大根・かまぼこ等を入れて血汁とする。また、漁網・釣縄等の防
腐剤ともなる。ワタ（腸）―にんにくの葉・にんじん等と妙めて食べる。これをヒル
アギ hji[ru’agi という。耳―茹でて短冊形に切り酢味噌をかけて酒の肴とする。味
噌漬けにもする。 
x ウヮーウヮ（幼）豚。 
[’wa:]ga[sji ウヮーガシ 豚肉。塩漬けにして保存し、冠婚葬祭の際の御馳走とした。 
[’wa:]ga[me(OK) ウヮーガメ 豚の飼料。 
[’wa:]nu[ja ウヮーガヤ・ウヮーヌヤ 豚小屋。新しい豚を入れるときには、左縫い
の布片れに火をつけ、小屋の四隅をあぶってから入れた。昔は豚小屋が便所を兼ねて
いた。 
[’wa:]tu[i ウヮートゥイ 豚と鶏。家畜。 
[’wa:]nu_[’abu]ra[: ウヮーヌ/アブラ 豚の脂。ラード。豚肉を細かく切ったのを
弱火にかけて出した脂。甕に入れて密封して保管する。最初は液状であるが後には半
個体状となって扱いやすくなる。汁物や炒め物などに使う。 
[’wa]N[Kwa ウヮン/クヮ〔豚子〕子豚。 
x ウヮンクヮ/ケージ（植）そくず。豚の駆虫薬として用いられた。骨の痛みには、
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焼石をこの葉で包んでからだを暖めた。 
ウヮー 他の語に冠して「上」の意を表わす。 
[’wa:bi ウヮービ 上辺。表面。 
x ウヮービ/ドゥーティ 表面に添って。「ごみが浮いているからウヮービドゥーティ
すくって捨てなさい」。 
[’wa:hjizji ウヮー/ヒジ〔上ひげ〕口ひげ。 
x ウヮー/ブイ 着物の上に帯はしめないで重ね着する着物。 
x ウヮーラ 上流。風上。 
[’wa:cjiki ウヮーチキ 天候。「近頃ウヮーチキ悪い」。 
[’wa:ne ウヮーナイ 嫉妬。やきもち。（古）「うはなりねたみ」（先妻が後妻をねたむこ
と）。 
[’wa:ba ウヮーバ 余分。余計。 
[’wa:]basjigu[tu ウヮーバ/シグトゥ 余分な仕事。 
[’wa:]bazji[N ウヮーバ/ジン 余分な金。 
[’wa:bamuni ウヮーバ/ムニ 余計な言葉。 
[’wa:bamuN ウヮーバ/ムン 余計者。 
[’wa:]ju[N ウヮーユン・ウヮーヤ/シュン【動物が】交尾する。 
x ウワンウワン（幼）おぎゃーおぎゃーにあたる擬声語。 
x ウンゲ 馬具のおもがい。 
<m>[’uN]gezji[ra ウンゲヂラ 馬づら。長い顔。 
[’uNzumai ウンズマイ・ウンズメ 結局。とどのつまり。 
x ウンゼ 紡いだ芭蕉糸を入れるかご。 
[’uN]cjabaN[cja ウンチャ/バンチャ（幼）幼児を仰向けにし、左手で胴をかかえ、肩
にあてた右手を上下させることで頭を水に入れたり出したりして洗う。その際幼児を
あやすためにいう言葉。シーソーのときも一方がウンチャというと一方はバンチャと
交互に唱えながら上下させる。 
[’uN]buiko:bu[i ウンブイ/コーブイ 身ぶり手ぶりの多いさま。 
[’uN]bucjako:bu[cja ウンブチャ/コーブチャ 得意気にからだをゆするさま。 
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○エ 
[’e: エー ああそうか。納得の意を表わす感動詞。 
x エーヘント 返答。 
[’e:]ka[i エーカイ 貸し借り。 
[’e]:[za エーザ とんぼ。（古）「あけづ」。xヤマダもしくはｘヤマトゥエーザと呼ばれ
るのがやんま。xサンシルエーザ（三味線エーザ）と呼ばれるのは細身で和名不詳。 
[’e:]sacuzji[N エーサツ/ジン〔あいさつ人〕誰彼となく愛想よくあいさつをする人。 
x エーシ（植）えのころぐさ。 
[’e:]sjita(OK) エーシタ あっしまった。 
[’e]:[da エーダ 間。 
x エーダシラン・エーダナン 間をおかない。ひっきりなしだ。 
x エーヒレ・ヒレ 人とのつきあい。（古）「あひしらひ」（応対）。 
[’e:]ma[cji エーマチ あやまち。 
[’e:juN エーユン 開ける。明ける。開墾する。 
[’e:kui エークイ 開け閉め。 
[’e:juN エーユン もの【実など】が熟して落ちる。今まで出なかった乳が出る。膿が
出る。 
 
○オ 
x オイク 櫂の一種。 
[’oisjuN オイシュン（着物を）お召しになる。（食物を）召しあがる。（物を）差しあ
げる。 
[’oi]zjira[sa]N(OK) オイジロサン おっとりしている。気が良い。 
[’oi]ta[cu オイタツ お手玉遊び。お手玉は砂や小石を小布に包んで縫う。「おひとつ」
の転か。 
[’oi]cju(OK) オイチュ 富者。 
[’oi]ju[N オイユン 分ける。 
x オイマタ 川や溜池から水をそれぞれの田に配分する小溝。 
[’o: オー 泡。 
[’o:]Fu[cja オーフチャ〔泡吹き者〕自慢する者。 
[’o:_[Fu]cju[N オーフチュン 泡を吹く。【蟹などが。また自慢する意も】 
[’o:]mu[i オームイ 泡盛り。沖縄の焼酎の一種。【作った】 
[’o]: オー 敬語としての「はい」。 
[’o:]ho オーホーホーは「何ですか」。オーとホーが熟して敬語という意味になる。
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女性は他人に話す場合、自分の親や夫の言動については敬語を使う。「年上の人には、
オーホーを使いましょう」。【「はい」】 
’o[: オー（植）あわ。「貧乏している間はあわを作れ」という諺がある。あわは無肥料
でもよく育ち、干ばつに強く、貯蔵がきき、炊いて食べるとからだが暖まる。したが
って貧乏人に最も都合のよい作物だといえる。かつては米よりも珍重され、米の収穫
の多い人よりあわの多い人がより羨望された。昔薩摩が永良部を攻めた際、ある村で
はあわ粥[’o]:[keの熱いのをぶっかけて敵を退散させようと準備していたが、いざ敵
が上陸すると皆逃げてしまった。薩軍はあわ粥を食べてかえって勇気百倍したという
伝説がある。これはかつて、あわに悪払いの霊力を認めていたことを示唆している。
あわを用いた食事にあわ飯[’o:]me[:、あわ粥、あわ雑炊[’o:]du:[sjiなどがあり、
糯あわでは団子やあわ餅[’o:]mu[cjiを作る。 
x オークブチ あわの穂を摘み取って俵に詰めて保存しておくもの。 
[’o:kaNcjiburu x オーカン・オーカンチブル 頭骸骨。【頭が空っぽの人にも】 
[’o:kaNzjiru オーカンジル 野菜の入っていない汁。【汁だけ】 
x オーギ（植）あこう。 
[’o]:[sa]N オーサン 青い。緑もこの中に含まれる。 
[’o]:[sa オーサ あおさ。あおのり。珊瑚礁に自生する。冬から早春にかけてこれを
摘み集め、乾燥保存しておいて必要に応じて使う。豚肉や豆腐を入れたオーサ汁[’
o:]sazji[ruは特に美味で法事の際になくてはならぬものとなっている。その他酢のも
の・卵とじ・つくだに等にもなる。 
[’o:sjiNda オーシンダ 熟せず青い果実。 
[’o:]nu[zu オーヌズ 青大将。ｘ焼いて豚の飼料となる。畦布【アゼフ】字ではマン
ティブ。【石垣の中によくいる】 
[’o:]ba[cji オーバチ（魚）青ぶだい。 
[’o:]bukuriju[N オーブクリユン 青々と茂る。 
x オーマムシャ 青虫。鶏の好物である。 
[’o:musjirijuN オームシリユン 青ざめる。【病で顔が】 
[’o:]sji[: オーシー 小魚や魚の臓物に塩を加えて甕に入れて密封し、熟れるのを待っ
て副食物とするもの。中でもシクヌクヮー[sjiku]nuKwa[:（あいごの稚魚）を原料
としたものは愛好される。 
x オージ（植）うまごやし。 
[’o]:[zji オージ〔おうぎ〕うちわ。 
[’o:]zjihabu[i オージハブイ〔うちわ被り〕ウチュクイを頭に被り、両端をあごの下
で結ぶ被り方。顔の日焼けを気にするととられ、好ましいとされなかった。 
Hosei University Repository
 
－40－ 
<o>[’o:]zjina[gi オージナギ ぶらんこ。 
[’o]:[sja]N オーシャン 危い。 
[’o]:[sja,[’o:]sjagi:[sa オーシャ/オーシャ・オーシャ/ギーサ 危さそうなさま。こ
わごわ。 
[’o:sjuN オーシュン 根菜・魚・肉類に塩をもみ込む。 
[’o:]sju[N オーシュン 合わせる。会わせる。闘わせる。加える。比べる。 
x オージラン 応じない。ふさわしくない。手に余る。力に余る。 
[’o]:[da オーダ 草を刈り入れる【むしろ、肥やしを入れ、牛の両側につける】網袋。 
[’o:taribi:sa オータリビーサ 冬の北風が寒いのは当然であるが、東風や南風になって
もたらす気持ち悪い寒さ。 
[’o:dijuN オーディユン 物や食物の配分にありつけなくなる。「遅れて来たのでオーデ
ィた」[’o:ditaN。 
[’u:]do(OK) オード 大きな。「オード人」。[’u:]do_%cju:= 
[’o:tokuribu,[ku]ri[bu オートクリブ みかんの一種。旧盆の頃食べられ美味である。
屋敷内に植える。 
[’o:haza オーハザ かびくさい匂い。 
[’o]:[bi オービ あわび。 
[’o:]rima[sja]N オーリマシャン 羨ましい。 
[’o:rijuN オーリユン 漬物等がよくつかる。味噌が時を経て食べ頃となる。 
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